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旧市町村別バランスシート 

※債務負担行為に関する情報 ①物件の購入等に係るもの 
②債務保証又は損失補償に係るもの 
③利子補給等に係るもの 

１９億円 
１３３億円 
１７億円 

※吹き出し中のコメントは、各用語をできるだけ平易に説明するため、一部会計的に厳密な表現とはいえない箇所があります。 
※市民一人当たりの金額は平成17年3月31日時点の人口を用いて算出しています。 
※四捨五入等により、合計等が一致しない場合があります。 

旧佐賀市 

資

産

 

の

部 

負

債 

の

部 

正
味
資
産
の
部 

1.有形固定資産 

　うち土地 

　（住民1人あたり） 

2.投資等 

　（1）投資及び出資金 

　（2）貸付金 

　（3）基金 

　（4）退職手当組合積立金 

　（住民1人あたり） 

3.流動資産 

　（1）現金・預金 

　（2）未収金 

　（住民1人あたり） 

 資　 産　 合　 計　 

1.固定負債 

　（1）地方債 

　（2）退職給与引当金 

　（住民1人あたり） 

2.流動負債 

　翌年度償還予定額 

　（住民1人あたり） 

　 負　債　合　計　 

1.国庫支出金 

2.県支出金 

3.一般財源等 

（住民1人あたり） 

　正味資産合計 

負債・正味資産合計 

 

1,857 

669 

114万円 

93 

41 

1 

51 

 

6万円 
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88 

23 

7万円 

2,061 

689 

631 

59 

42万円 

43 

43 

3万円 

732 

283 

58 
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81万円 

1,329 

2,061 
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5 
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4万円 
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57 
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48万円 

4 
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3万円 

61 
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11 

44 

61万円 

72 

133 

112万円 

230 

54 

102万円 

10 

4 

1 

5 

1 

5万円 

5 

3 

2 

2万円 

245 

105 

92 

12 

47万円 

9 

9 

4万円 

113 

33 

9 

90 

59万円 

132 

245 

109万円 

旧諸富町 旧大和町 

（住民1人あたり） 

　市では、市民の皆さんにわかりやすく市の経営状況を説明するとともに、市の効率的な財政運営に
役立てるために、平成16年度決算分について、企業会計的な手法による貸借対照表（バランスシート）
や損益計算書（行政コスト計算書）を作成しましたので、その概要をお知らせします。 

�

　世代間負担比率について、将来世代の負担は、これまでの世代の負担に比べ低
いほうが望ましいです。長期間にわたって使用可能な施設などの維持管理費など
が発生することを考えれば世代間の税負担の公平性などを考慮した財政運営が必
要となってきます。バランスシートを作成している主な市（政令市除く）の平均は
３９％程度となっています。 
　5団体を比較するとおおむね３８～５２％で、将来世代の負担がこれまでの世代の
負担より小さくなっているものの、旧諸富町、旧大和町は、それぞれ５２％、５０％とこ
れまでの世代と将来世代の負担割合の差がより小さくなっています。 

（単位：億円） 
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2,720 

133万円 

旧富士町 旧三瀬村 新佐賀市 

分析1 世代間負担比率 

　有形固定資産の老朽化率は、減価償却累計額（有形固定資産のうち既に価値を
失った金額）を土地以外の有形固定資産の取得価額で割ったもので、比率が高い
ほど、有形固定資産の老朽化が進んでいるというものです。それに伴い今後、有形
固定資産の改築、維持補修が必要となります。バランスシートを作成している主な
市(政令市除く)の平均は４２％程度となっています。 
 　5団体を見てみると、旧佐賀市および旧大和町はほぼ平均ですが、他町村はかな
り老朽化が進んでおり、今後、改築・修繕等が発生してくると考えられます。また、数
年後には、サービスを維持するために建替え等改築の必要性がでてくるので、基金
など手元資金の確保が必要となってきます。 

分析2 有形固定資産の老朽化率 
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（平成１７年３月３１日現在） 
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［収入項目］
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［行政コスト］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※四捨五入等により、合計等が一致しない場合があります。 
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　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　  （単位：万円）
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［収入項目］
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［行政コスト］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※四捨五入等により、合計等が一致しない場合があります。 
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唐
人
町
に
あ
る
こ
の
建
物
は
昭

和
６
年
ご
ろ
に
建
築
さ
れ
て
い
ま

す
。
出
入
口
横
の
曲
線
を
活
か
し

た
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
建
具
や
庇
持

送
り
（
ひ
さ
し
も
ち
お
く
り
）
の

装
飾
は
ア
ー
ル
デ
コ
様
式
を
想
い

起
こ
さ
せ
、
地
方
都
市
に
お
け
る

昭
和
初
期
の
洋
風
モ
ダ
ン
の
導
入

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

唐
人
町
の
街
角
と
い
う
重
要
な

場
所
に
位
置
し
、
過
去
も
現
在
も

町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
役

　

�
両
側
の
土
蔵
が
当
時
の
繁
栄
を
伝
え
る
�

�
�
�
�
�
�
�	

　

江
戸
時
代
に
職
人
の
町
と
し
て

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
材
木
町
の
中
程

に
あ
る
こ
の
建
物
は
、
座
敷
の
意

匠
か
ら　

世
紀
前
期
の
建
築
と
推

19

定
さ
れ
る
土
蔵
造
り
し
っ
く
い
仕

上
げ
の
町
家
建
築
で
す
。
昔
か
ら

「
中
島
ゲ
タ
屋
」
と
し
て
親
し
ま

れ
て
お
り
、
広
い
屋
敷
の
南
北
両

側
に
あ
る
土
蔵
が
当
時
の
繁
栄
を

今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

材
木
町
の
歴
史
的
町
並
み
に
欠

か
せ
な
い
建
物
の
一
つ
で
あ
り
、

景
観
を
守
る
た
め
の
努
力
も
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

割
を
果
た
し
続
け
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

【
概
要
】

・
所
在
地：

唐
人
１－

１－

　
16

・
所
有
者：

�
佐
星
醤
油

　

代
表
取
締
役　

吉
村　

誠

・
構　

造：

　
（
事
務
所
）木
造
モ
ル
タ
ル
２
階
建
て

　
（
居
宅
）木
造
２
階
建
て

・
用　

途：

店
舗
兼
事
務
所

・
完
成
年：

昭
和
６
年
頃

【
概
要
】

・
所
在
地：

材
木
２－

３－
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・
所
有
者：

中
島　

吉
平

・
構　

造：

木
造
２
階
建
て

・
用　

途：

店
舗
併
用
住
宅

・
完
成
年：

　

世
紀
前
期
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第
９
回
都
市
景
観
賞
の
受
賞
作

品
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。（
１
月
下

旬
か
ら
）

　

ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

建
築
課　

都
市
景
観
係

　

�　

・
７
１
７
２

40

�

　

佐
賀
市
都
市
景
観
賞
に
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
平
成　

年
６
月

１７

１
日
〜
７
月　

日
ま
で
募
集
）。
こ
の
賞
も
今
回
で
９
回
目
を
迎
え
、
応
募
総
数
１
３
９
通
・
作
品
総
数
１
０

３１

９
件
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
賞
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
残
念
な
が
ら
特
別
表
彰
の
該
当
物
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
歴
史
的
な
作
品
が
２
点
、

自
然
景
観
が
１
点
の
合
計
３
点
の
作
品
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

�
竹
垣
の
連
な
り
が
つ
く
る
や
さ
し
い
居
住
景
観
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

　

今
回
受
賞
し
た
矢
竹
の
生
け
垣

は
、
か
つ
て
「
多
布
施
小
路
（
た

ふ
せ
く
う
じ
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た

道
に
沿
っ
て
連
な
り
、
周
辺
の
小

道
と
と
も
に
落
ち
着
い
た
居
住
景

観
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
地
元

に
は
、
第
１
回
都
市
景
観
賞
を
受

賞
し
た
鍋
島
町
本
村
の
「
矢
竹
の

生
け
垣
」
と
の
つ
な
が
り
も
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

矢
竹
は
夏
に
な
る
と
一
晩
で
約

７
�
も
延
び
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

そ
の
維
持
・
管
理
に
は
た
い
そ
う

手
間
が
か
か
り
ま
す
。
中
心
部
に

程
近
い
こ
の
場
所
に
約
２
０
０
ｍ

余
も
連
続
す
る
こ
の
生
け
垣
は
、

景
観
上
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
り
、

加
え
て
地
区
住
民
の
み
な
さ
ん
の

�
�
��
�
�
�
	
�


�
�
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�
昭
和
初
期
の
洋
風
モ
ダ
ン
の
香
り
を
残
す
�

�
�
�
�
��

―
佐
賀
市
都
市
景
観
賞
と
は
―

　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
と
と
も

に
、
個
性
あ
る
佐
賀
市
の
発
展
の
た
め
に
も
重
要
な
も
の
で
す
。
佐

賀
市
都
市
景
観
賞
は
、
佐
賀
市
民
の
都
市
景
観
や
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
意
識
の
向
上
を
願
い
、
こ
れ
か
ら
の
佐
賀
市
の
景
観
形
成
に
対

す
る
ひ
と
つ
の
道
し
る
べ
に
な
る
よ
う
に
、
ま
た
市
民
の
皆
さ
ま
の

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ご
貢
献
の
一
端
を
広
く
紹
介
で
き
る
よ
う
に

と
、
平
成
９
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

維
持
へ
の
努
力
も
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

【
概
要
】

・
所
在
地：

多
布
施
四
丁
目
地
内

・
管　

理：

上
多
布
施
中
部
自
治

　
　
　
　

会
の
み
な
さ
ん
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唐
人
町
に
あ
る
こ
の
建
物
は
昭

和
６
年
ご
ろ
に
建
築
さ
れ
て
い
ま

す
。
出
入
口
横
の
曲
線
を
活
か
し

た
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
建
具
や
庇
持

送
り
（
ひ
さ
し
も
ち
お
く
り
）
の

装
飾
は
ア
ー
ル
デ
コ
様
式
を
想
い

起
こ
さ
せ
、
地
方
都
市
に
お
け
る

昭
和
初
期
の
洋
風
モ
ダ
ン
の
導
入

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

唐
人
町
の
街
角
と
い
う
重
要
な

場
所
に
位
置
し
、
過
去
も
現
在
も

町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
の
役

　

�
両
側
の
土
蔵
が
当
時
の
繁
栄
を
伝
え
る
�

�
�
�
�
�
�
�	

　

江
戸
時
代
に
職
人
の
町
と
し
て

に
ぎ
わ
っ
て
い
た
材
木
町
の
中
程

に
あ
る
こ
の
建
物
は
、
座
敷
の
意

匠
か
ら　

世
紀
前
期
の
建
築
と
推
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を
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回
都
市
景
観
賞
の
受
賞
作

品
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。（
１
月
下

旬
か
ら
）

　

ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
数
に
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が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
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に
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う
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佐
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市
都
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景
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に
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く
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ん
の
ご
応
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を
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だ
き
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り
が
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う
ご
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い
ま
し
た
（
平
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年
６
月

１７

１
日
〜
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日
ま
で
募
集
）。
こ
の
賞
も
今
回
で
９
回
目
を
迎
え
、
応
募
総
数
１
３
９
通
・
作
品
総
数
１
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件
の
応
募
を
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だ
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
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し
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る
賞
と
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こ
と
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う
れ
し
く

思
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て
い
ま
す
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今
年
度
は
、
残
念
な
が
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特
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表
彰
の
該
当
物
件
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
歴
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的
な
作
品
が
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点
、

自
然
景
観
が
１
点
の
合
計
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点
の
作
品
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
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て
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回
受
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た
矢
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の
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垣

は
、
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て
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多
布
施
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路
（
た

ふ
せ
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じ
）」
と
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て
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た

道
に
沿
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て
連
な
り
、
周
辺
の
小

道
と
と
も
に
落
ち
着
い
た
居
住
景

観
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。
地
元

に
は
、
第
１
回
都
市
景
観
賞
を
受

賞
し
た
鍋
島
町
本
村
の
「
矢
竹
の

生
け
垣
」
と
の
つ
な
が
り
も
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

矢
竹
は
夏
に
な
る
と
一
晩
で
約

７
�
も
延
び
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

そ
の
維
持
・
管
理
に
は
た
い
そ
う

手
間
が
か
か
り
ま
す
。
中
心
部
に

程
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い
こ
の
場
所
に
約
２
０
０
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余
も
連
続
す
る
こ
の
生
け
垣
は
、
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し
い
ま
ち
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く
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私
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の
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に
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る
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に
、
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の
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の
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す
。
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、
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民
の
都
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や
ま
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づ
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り
に
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意
識
の
向
上
を
願
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、
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か
ら
の
佐
賀
市
の
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観
形
成
に
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る
ひ
と
つ
の
道
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べ
に
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る
よ
う
に
、
ま
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市
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の
皆
さ
ま
の

ま
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づ
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り
に
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す
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ご
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献
の
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端
を
広
く
紹
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よ
う
に

と
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の
努
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「
市
長
と
語
る
会
」
は
、
市
長
が

各
町
区
に
出
向
き
、
市
の
計
画
や

施
策
を
説
明
し
、
市
政
に
関
す
る

提
案
や
意
見
等
を
お
伺
い
す
る
も

の
で
す
。

　

本
年
度
は
、
下
記
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
会
場
の
都
合
（
定
員
）

に
よ
り
入
場
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

来
年
度
以
降
は
、
各
町
区
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

秘
書
課　

公
聴
係
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市
で
は
、
地
域
活
性
化
や
ま
ち

づ
く
り
な
ど
の
地
域
力
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

　

年
４
月
１
日
か
ら
、
市
立
公
民

18館
の
運
営
の
一
部
を
、
各
小
学
校

区
ご
と
に
設
置
さ
れ
る
公
民
館
運

営
協
議
会
に
委
託
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
新
た
に
公
民
館
で

勤
務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
予
定
人
員　
　

名
程
度

１８

■
勤
務
先　

旧
佐
賀
市
内
の
市
立

公
民
館
（　

館
）

１８

※
勤
務
先
の
希
望
を
考
慮
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
業
務
内
容

　

公
民
館
の
運
営
に
関
す
る
業
務

■
雇
用
条
件
等

・
各
校
区
の
運
営
協
議
会
が
雇
用

す
る
正
職
員

・
初
任
給
…
１
７
０
�
７
０
０
円

ま
た
は
１
７
７
�
４
０
０
円

（
採
用
時
の
年
齢
に
よ
る
。
昇

給
あ
り
）

・
社
会
保
険
、
労
働
保
険
加
入
、

各
種
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
）

支
給
、
退
職
金
制
度
あ
り

■
採
用
試
験
等

筆
記
試
験
お
よ
び
面
接
に
よ
り
職

員
を
選
考
し
ま
す
。

■
採
用
試
験
日
等

﹇
第
１
次
試
験
﹈

　

２
月　

日
�　

９
時　

分
〜

19

30

　

試
験
内
容：

教
養
試
験
（
一
般

知
識
（
多
枝
選
択
式
）、
作
文
）

※
高
校
卒
業
程
度
の
内
容
で
す
。

﹇
第
２
次
試
験
﹈

　

３
月
５
日
�　

予
定

　

試
験
内
容：

面
接

■
受
験
資
格
等

　

次
の
い
ず
れ
の
要
件
に
も
該
当

す
る
方
。

・
生
涯
学
習
や
社
会
教
育
の
推
進
、

地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
に

意
欲
を
も
っ
て
取
り
組
め
る
方

・
平
成　

年
３
月　

日
現
在
の
年

18

31

齢
が
、
満　

歳
以
上
、
満　

歳

30

64

以
下
で
あ
る
方
（　

歳
定
年
）

６５

・
公
民
館
の
業
務
に
耐
え
得
る
心

身
と
も
に
健
康
な
方

・
一
般
的
な
事
務
処
理
能
力
を
有

す
る
方
（
パ
ソ
コ
ン
等
の
使
用

あ
り
）

■
申
し
込
み
方
法　

別
様
式
の
受

験
申
込
書
（
各
公
民
館
・
生
涯
学

習
課
に
て
配
布
）
を
提
出
の
こ
と

■
受
付
期
間

　

１
月　

日
�
〜
２
月
３
日
�

１６

※
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
験
申
込

書
と
同
時
に
配
布
す
る
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
書
類

は
、
市
立
公
民
館
ま
た
は
生
涯
学

習
課
の
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。（
月

〜
金
、
８
時　

分
〜　

時　

分
）

３０

１７

１５

◎
問
い
合
わ
せ
・
応
募
書
類
提
出
先

　

〒
８
４
０・

０
８
１
１

　

佐
賀
市
大
財
三
丁
目　

番　

号

11

21

　

佐
賀
市
役
所
大
財
別
館
２
階

　

佐
賀
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内

　

佐
賀
市
公
民
館
運
営
協
議
会
連

　

合
会　

事
務
局

　

�　

・
７
３
６
６

40
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■
受
付
期
間　

２
月
７
日
�
〜
２

月　

日
�　
（　

日
�
は
休
み
）

１３

１１

９
時
〜　

時
（　

日
�
は　

時
ま

１７

１２

１６

で
）

■
受
付
場
所　

佐
賀
市
役
所
本
庁

１
階
第
１
会
議
室
お
よ
び
各
支
所

（　

日
�
は
、
本
庁
で
の
み
受
け

１２
付
け
ま
す
）

※
募
集
案
内
等
は
１
月　

日
�
か

１６

ら
住
宅
福
祉
課
（
佐
賀
市
役
所
本

庁
６
階
西
）
お
よ
び
各
支
所
の
保

健
福
祉
課
で
配
布
し
ま
す
。（
土
曜
、

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

■
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

　

平
成　

年
度
所
得
証
明
書
（
入

17

居
希
望
者
全
員
分
）、住
民
票
謄
本

（
本
籍
・
続
柄
の
記
載
必
要
）、
印

鑑
（
認
印
可
）
ほ
か　

※
申
し
込
み
の
状
況
に
よ
っ
て
必

要
と
す
る
書
類
が
多
少
違
っ
て
き

ま
す
の
で
、
募
集
案
内
等
を
受
け

取
ら
れ
る
時
に
お
尋
ね
の
上
ご
準

備
く
だ
さ
い
。

■
入
居
資
格

�
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が

あ
り
（
三
瀬
村
に
所
在
す
る
団
地

は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
で

あ
る
こ
と
。

�
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
予
約

者
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

※
単
身
で
入
居
で
き
る
方
は
、
年

齢
が　

歳
以
上
で
あ
る
こ
と
な
ど

５０

の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

（
三
瀬
村
に
所
在
す
る
団
地
は
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
単
身
で
入
居
で
き
る
住
戸
は
、

面
積
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

�
政
令
月
収
が
、　

万
円
以
下（
高

２０

齢
者
、
心
身
障
が
い
者
、
小
学
校

就
学
前
の
こ
ど
も
が
い
る
等
の
世

帯
で
は　

万
８
千
円
以
下
）
で
あ

２６

る
こ
と
。

�
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

■
募
集
方
法

○
優
先
入
居

�
住
宅
困
窮
世
帯
向
け
住
宅

危
険
家
屋
等
に
よ
り
住
む
こ
と
が

で
き
な
い
家
屋
に
住
ん
で
い
る
世

帯�
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
世
帯
向
け

住
宅

小
学
6
年
生
以
下
の
児
童
を
複
数

扶
養
し
て
い
る
世
帯

�
重
度
身
体
障
が
い
者
世
帯
向
け

住
宅

身
体
障
害
者
手
帳
の
1
〜
２
級

（
下
肢
、
体
幹
、
視
力
障
が
い
）

の
方
お
よ
び
そ
の
世
帯

○
一
般
入
居

優
先
入
居
以
外

■
募
集
団
地

　

募
集
団
地
、
住
戸
番
号
、
家
賃

な
ど
は
別
表
「
募
集
住
戸
一
覧
」

の
と
お
り
で
す
。

■
入
居
予
定
者
選
考
お
よ
び
決
定

方
法

○
優
先
入
居

　

住
宅
困
窮
度
合
い
を
点
数
化
し
、

設
定
し
た
評
価
基
準
に
基
づ
き
評

価
を
行
い
、
上
位
の
方
か
ら
入
居

予
定
者
と
な
り
ま
す
。
２
月
末
ま

で
に
選
考
し
、
3
月
上
旬
に
入
居

予
定
者
と
補
欠
者
に
直
接
通
知
し

ま
す
。

○
一
般
入
居

　

公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
予
定
者

と
補
欠
者
2
名
を
決
定
し
ま
す
。

抽
選
会
は
２
月　

日
�
に
開
催
し

２８

ま
す

■
入
居
時
期　

指
定
し
た
期
間
内

に
手
続
き
を
済
ま
せ
、
早
急
に
入

居
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
新
築
の
岸
高
団
地
の

住
戸
は
4
月
入
居
開
始
で
す
。
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＊◇印の団地（弥栄・弥栄第２・岸高）は佐賀市に住所または勤務先がなくても申し込むことができます。
＊家賃は入居者の所得状況に応じ毎年度見直しを行います。（詳しくは申し込み時にお尋ねください）
＊入居時に家賃の3月分の敷金が必要です。
＊種別の「一般」は一般住宅困窮者世帯向け住宅、「重度障がい」は重度身体障がい者世帯向け住宅、「子育て」は子育て
ファミリー世帯向け住宅、「住宅困窮」は住宅困窮世帯向け住宅のことです。
＊◆印の住戸には浴槽・風呂釜はついていません。
＊メゾネットとは住戸が1階と2階にまたがっているものです。

（別表）募集住居一覧

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

住
宅
福
祉
課　

住
宅
管
理
係

　

�　

・
７
２
９
１

４０

ま
た
は
、
各
支
所
の
保
健
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※県営住宅の入居予備者募集も2月に行われます。詳しくは市報P14をご覧ください。
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■定率減税の縮小
　平成１１年度から景気対策として実施されている定率減税が、平成１８年度以降２分の１に縮減されます。
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■配偶者に対する均等割の全額課税
　均等割を納税する夫（または妻）と佐賀市内で生計を一にする妻（または夫）については、平成１８年度か
ら、前年の合計所得金額が下記の計算式の算出値を超える場合は、均等割が課税されます。

３１５,０００円×(本人＋控除対象配偶者＋扶養親族数)＋１９８,０００円（加算額） 【注意】
　　　　　　　　　　　　【注意】控除対象配偶者、扶養親族がいる場合にのみ、加算する。
■老年者の非課税措置の段階的廃止
　６５歳以上で前年の合計所得金額が１２５万円以下の方は、これまで住民税（均等割と所得割）が非課税とされ
ていましたが、平成１８年度分からは廃止されます。ただし、平成１７年１月１日現在において６５歳に達しており、
かつ前年の合計所得金額が１２５万円以下であった方には、経過措置が設けられています。

平成17年1月1日現在において65歳以上（昭和15年1月2日以前生まれ）で、前年の合計所得金額が125万円以下の方
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■老年者控除の廃止
　６５歳以上で前年の合計所得金額が１,０００万円以下の方に適用されていた老年者控除（４８万円）は、平成１８年
度から廃止になります。
■公的年金等控除額の変更
　公的年金等控除金額の変更により、年齢６５歳以上の方について公的年金の所得金額の計算の仕方が、下表の
とおり変更となります。なお、年齢６５歳未満の方については、現行通りです。

� ��������������������������������������������

������

�����������	�
������

��������		
			��������������

�����
���������	
�

��������	
�����	
������������������		�			�

��������	
�����	
�����������������	

�


�

��������	
����
			
���������������

��������	
��	�����������������

�����
����������	


��������	
�����	
�������������������������

��������	
�����	
�����������������	

�


�

��������	
����
			
���������������

◎問い合わせ　本庁　市民税課　�４０・７０６２

��������	
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��������
　これまで、諸富町・大和町・富士町にお住まいの方で、町県民税申告の必要な方には、住所・氏名を
印刷した申告書を配布していましたが、平成１８年度の市県民税申告書は、申告の広報を兼ねて２月１日号

� ��������

の市報と一緒に、住所・氏名が印刷されていないものを各家庭に１部配布します。
� �����������

　なお、各申告会場には、申告書を準備しています。
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昨
年　

月
５
日
�
に
ほ
ほ
え
み

12

館
で
エ
コ
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。当
日
は
、あ
い
に
く
の
雪
で

し
た
が
た
く
さ
ん
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回
は
そ
の

と
き
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

�
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�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
市
エ
コ
プ
ラ
ザ

　
（
佐
賀
市
清
掃
工
場
内
）

　

〒
８
４
９－

０
９
１
７

　

佐
賀
市
高
木
瀬
町
大
字
長
瀬
２
３
６
９

　

�　

・
０
５
２
０

33

【
休
館
日
】
水
曜
日

【
開
館
時
間
】　

時
〜　

時

10

17

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w
w
.saga-ecoplaza.jp/
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※掲載時には交渉が成立している場合があります。（12月22日現在）

■
日
時

１
月　

日
�　
　

時
か
ら

28

１３

■
場
所

佐
賀
大
学
教
養
教
育
運
営
機
構

２
号
館　

２
１
１
番
教
室

■
入
場
無
料

■
主
催

佐
賀
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

■
研
究
成
果
発
表
テ
ー
マ

�
佐
賀
大
学
版
環
境
E
M
S

�
佐
賀
の
水
環
境
�

�
シ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

�
環
境
教
育

�
地
球
環
境

�
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

�
食
の
環
境

�
佐
賀
の
水
環
境
�

※
発
表
は
各
グ
ル
ー
プ　

分
程
度

２５

　
（
質
疑
応
答
も
あ
り
ま
す
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

　

員
会
事
務
局

　

�　

・
２
４
３
０

３０

�
�
�
�
�
��
��

　

料
理
で
出
る
ご
み
を
減
ら
す
だ

け
で
は
な
く
、
ガ
ス
や
電
気
、
水

な
ど
の
資
源
を
大
切
に
し
、
環
境

に
も
家
計
に
も
や
さ
し
い
料
理
を

す
る
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ミ
ッ
ク

ス
ピ
ラ
フ
、
コ
ー
ン
と
レ
タ
ス
の

ス
ー
プ
、
春
雨
の
中
華
風
サ
ラ
ダ
、

ピ
ー
マ
ン
の
塩
昆
布
和
え
、
エ
コ

ケ
ー
キ
の
5
品
。
こ
れ
だ
け
作
っ

た
の
に
出
た
生
ご
み
は
、
ピ
ー
マ

ン
の
種
と
卵
の
殻
だ
け
で
し
た
。

　

料
理
を
作
っ
て
お
い
し
く
い
た

だ
い
た
あ
と
に
は
、家
庭
で
で
き
る

生
ご
み
処
理
方
法
の
紹
介
も
あ
り
、

み
な
さ
ん
興
味 
津
 々
で
し
た
。

し
ん
し
ん

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
簡
単

で
お
い
し
く
、
ご
み
も
少
な
く
て

と
て
も
よ
か
っ
た
」「
と
て
も
手
軽

に
で
き
る
の
で
、
家
で
も
作
っ
て

み
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

★
材
料
（
５
〜
６
人
分
）

米
…
…
…
…
…
…
…
４
カ
ッ
プ

酒
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
３

塩
…
…
…
…
…
…
…
小
さ
じ
１

ブ
イ
ヨ
ン
…
…
…
…
…
…
２
個

ベ
ー
コ
ン
…
…
…
…
…
…
２
枚

ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル

　
　
　
　
　

…
２
０
０
グ
ラ
ム

オ
イ
ル
ツ
ナ
缶

…
１
５
０
グ
ラ
ム
〜
２
０
０
グ
ラ
ム

作
り
方

�
米
は
洗
っ
て
お
く
。

�
ツ
ナ
は
缶
の
中
で
粗
く
ほ
ぐ
し

て
お
く
。

�
普
通
よ
り
控
え
め
の
水
加
減
を

し
た
米
に
、塩
、酒
、く
だ
い
た
ブ

イ
ヨ
ン
、ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
、

１
セ
ン
チ
幅
に
切
っ
た
ベ
ー
コ

ン
と
、ツ
ナ
の
缶
を
汁
ま
で
含
め

て
加
え
、炊
き
上
げ
る
。

�
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
て
お
皿
に
盛
る
。

◎
問
い
合
わ
せ　

本
庁　

環
境
課

　

ご
み
減
量
推
進
係

　

�　

・
２
４
３
０

30

　

今
回
は
こ
の
う
ち
、
ミ
ッ
ク
ス

ピ
ラ
フ
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
家
庭
で
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

エ
コ
プ
ラ
ザ
で
は
、「
家
に
眠
っ

て
い
る
不
用
品
を
ゆ
ず
り
た
い
」、

「
こ
ん
な
も
の
を
も
と
め
て
い
ま

す
」
と
い
う
方
の
た
め
に
「
ゆ
ず
り

ま
す
・
も
と
め
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

掲
載
情
報
に
興
味
を
も
た
れ
た

と
き
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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�
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生ごみ処理の説明を聞く
参加者たち

調理で出た生ごみ 調理風景
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脳
ド
ッ
ク
は
、症
状
が
現
れ
る

前
に
脳
腫
瘍
や
脳
動
脈
瘤
等
の
脳

の
病
気
や
高
血
圧
･
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
を
発
見
す
る
、脳

の
健
康
診
断
で
す
。 

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

一
度
、脳
の
健
康
診
断
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者

　

旧
佐
賀
市
に
居
住
す
る
国
民
健

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

康
保
険
加
入
者
で
、　

歳
か
ら　

歳

�
�

�
�
�
�

40

69

ま
で
の
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
方
。

　

た
だ
し
、今
年
度
内
に
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
ら
れ
た
方

は
、脳
ド
ッ
ク
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
助
成

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、脳
ド
ッ
ク
に
は
、ほ
ほ
え

み
健
診（
ま
た
は
個
別
健
診
）の
基

本
健
康
診
査
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、今
年
度
ほ
ほ
え
み
健
診（
ま

た
は
個
別
健
診
）で
基
本
健
診
を

受
診
さ
れ
た
方
は
、脳
ド
ッ
ク
を

受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
健
診
実
施
機
関

　

小
野
病
院　

�　

･
3
3
7
1

24

　

正
島
脳
神
経
外
科
病
院

　
　
　
　
　
　

�　

･
0
0
3
5

32

　

福
田
脳
神
経
外
科
病
院

　
　
　
　
　
　

�　

･
9
0
0
8

27

■
自
己
負
担
額

　

２
４
�
６
０
０
円

（
総
費
用
額
５
２
�
５
０
０
円

　

※
基
本
健
診
費
を
含
む
）

■
定
員

　

３
病
院
合
わ
せ
て
３
０
０
名

（
定
員
ま
で
残
り
わ
ず
か
で
す
。受

診
希
望
の
方
は
、お
急
ぎ
く
だ
さ

い
）

〜
申
し
込
み
か
ら
受
診
ま
で
〜

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
】

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神

や
身
体
に
中
度
以
上
の
障
が
い
を

有
す
る
（
日
常
生
活
に
お
い
て
、

介
護
・
支
援
を
必
要
と
す
る
疾
病
・

傷
病
を
も
つ
）　

歳
未
満
の
児
童

２０

の
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

児
童
の
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
、

１
級
（
月
額
５
０
�
９
０
０
円
）

と
２
級
（
月
額
３
３
�
９
０
０
円
）

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

■
支
給
制
限
に
つ
い
て

  
受
給
者
お
よ
び
配
偶
者
・
扶
養
義

務
者
（
受
給
者
と
一
緒
に
お
住
ま

い
の
家
族
）
の
所
得
に
よ
る
制
限
、

施
設
入
所
に
よ
る
制
限
な
ど
が
あ

り
ま
す
の
で
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

社
会
福
祉
課

　

障
害
福
祉
係

　

�　

・
７
２
５
１

４０

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
こ
れ
か
ら
の

高
齢
社
会
に
対
応
す
る
人
材
育
成

と
し
て
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
住
み

よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
日

　

２
月
（
下
旬
）
〜
３
月
、
６
月

■
実
施
場
所

　

佐
賀
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

講
習
（
４
回
）、
試
験
前

模
擬
試
験
（
１
回
）

■
受
講
料　

１
５
�
０
０
０
円

■
募
集
人
数　
　

人
３０

■
申
し
込
み
方
法　

住
所
、氏
名
、

連
絡
先
を
ご
記
入
の
う
え
、は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。詳
細
資
料
を
送
付
し
ま
す
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
４
９
・
０
９
１
８

　

佐
賀
市
兵
庫
南
三
丁
目　

番　

号

１２

１４

　

佐
賀
県
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ

　

ネ
ー
タ
ー
協
会　

事
務
局（
西
本
）

　

F
A
X
０
９
５
４
・　

・
０
８
２
９

２３

E
メ
ー
ル

saga-fjca@
po2.bunbun.ne.jp

　

�　

・
８
２
０
５

２４

　

難
し
そ
う
に
見
え
る
手
話
も
音

楽
と
い
っ
し
ょ
に
歌
い
な
が
ら
自

然
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
話
を
さ
れ
て
い
る
方
は
も
ち

ろ
ん
、
初
め
て
の
方
も
手
話
の
面

白
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

手
話
に
は
国
境
も
年
齢
、
性
別
も

あ
り
ま
せ
ん
。
音
楽
を
聴
覚
だ
け

で
な
く
、
体
全
体
で
感
じ
て
く
だ

さ
い
！

■
開
講
曜
日
・
時
間

　

水
曜
日　

時　

分
〜　

時

13

30

15

■
受
講
料　

３
カ
月
９
�
０
０
０
円

（
そ
の
後
の
会
員
費
は
１
カ
月

　

１
�
０
０
０
円
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
た
ん
ぽ
ぽ（
伊
藤
）

　

�
０
９
０
・
３
４
１
５
・
６
２
２
７

　

F
A
X　

・
５
６
８
４

６２

【
講
演
の
お
知
ら
せ
】

■
日
時　

１
月　

日
�

２２

　
　
　
　
　

時
〜　

時

１０

１２

■
場
所　

佐
賀
大
和
老
人
福
祉
セ

　
　
　
　
  
ン
タ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
講
演　

人
権
講
座

　
　
　
　
「
手
話
で
歌
お
う
」

■
講
師　

伊
藤
チ
エ
子　

氏

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
大
和
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

�　

・
０
４
６
１

６２

①
市
役
所
本
庁
保
険
年
金
課
に
電

話
で
仮
予
約
を
す
る
。

②
希
望
す
る
医
療
機
関
へ
電
話
し

て
、受
診
日
を
予
約
す
る
。

③
市
役
所
本
庁
１
階
国
民
健
康
保

険
コ
ー
ナ
ー　

番
窓
口
で
申
請
を

11

行
い（
健
康
保
険
証
と
印
鑑
持
参
）、

受
診
券
を
受
け
取
る
。

④
受
診
券
、受
診
料（
自
己
負
担
額

分
）、国
民
健
康
保
険
証
を
持
っ
て
、

予
約
日
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
。

◎
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

保
険
年
金
課　

給
付
係

　

�　

･
7
2
7
1

40

■
日
時　

１
月　

日
�

３１

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１５

３０

■
場
所　

ア
バ
ン
セ
４
階

　
　
　
　

第
３
研
修
室

■
講
師

社
団
法
人
佐
賀
県
社
会
福
祉
士
会

社
会
福
祉
士　

永
松　

万
一
郎
氏

■
演
題

「
成
年
後
見
制
度
と
申
立
て
実
務
」

■
内
容　

成
年
後
見
制
度
の
内
容

と
、実
際
の
申
立
て
実
務
に
つ
い

て
、わ
か
り
や
す
く
講
義
が
あ
り

ま
す
。

■
定
員　
　

名（
定
員
に
な
り
次

５０

第
締
め
切
り
ま
す
）無
料

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
市
役
所　

社
会
福
祉
課

　

�　

・
７
２
５
０

４０

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

�
佐
賀
県
社
会
福
祉
士
会

　

�　

・
５
８
３
３

３６

��

��
�

�

�
�
�
�

�

�

�

　

市
が
行
う
入
札
に
参
加
し
た
い

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
に
業
者
の

登
録
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
回
申
請
さ
れ
る
方
の
登
録

期
間
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら
平

１８

成　

年
３
月
ま
で
で
す
。
登
録
を

１９
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要
領
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
建
設
工
事
関
係
﹈

・
受
付
期
間

　

１
月　

日
�
〜
１
月　

日
�

11

31

・
受
付
場
所

　

契
約
検
査
課　
（
本
庁
４
階
）

・
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

（
１
月　

日
�
消
印
ま
で
）

31

・
提
出
書
類　

申
請
書
お
よ
び
要

領
は
、
佐
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、「
青
色
」
の

Ａ
４
判
フ
ァ
イ
ル
に
書
類
番
号
順

に
綴
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

契
約
検
査
課　

契
約
係

　

�　

・
７
１
５
２

４０

�
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�
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﹇
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
業
務
委

託
関
係
﹈

・
受
付
期
間

　

１
月　

日
�
〜
１
月　

日
�

11

31

・
受
付
場
所

　

契
約
検
査
課　
（
本
庁　

４
階
）

・
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

（
１
月　

日
�
消
印
ま
で
）

31

・
提
出
書
類　

申
請
書
お
よ
び
要

領
は
、
佐
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、「
赤
色
」
の

Ａ
４
判
フ
ァ
イ
ル
に
書
類
番
号
順

に
綴
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

契
約
検
査
課　

契
約
係

　

�　

・
７
１
５
２

４０

﹇
物
品
購
入
・
そ
の
他
の
業
務
委

託
関
係
﹈

・
受
付
期
間

　

１
月　

日
�
〜
１
月　

日
�

11

31

・
受
付
場
所

　

契
約
検
査
課
（
本
庁
４
階
）
ま

た
は
各
支
所
の
総
務
課

・
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

（
郵
送
の
場
合
、
宛
先
は
契
約
検

査
課
調
達
係
と
し
、
期
限
は
１
月

　

日
�
消
印
ま
で
）

31・
提
出
書
類　

申
請
書
お
よ
び
要

領
は
、
契
約
検
査
課
調
達
係
で
配

布
し
ま
す
。（
２
０
０
円
切
手
を
貼

付
し
た
Ａ
４
用
紙
の
入
る
返
信
用

封
筒
を
送
付
す
れ
ば
、
郵
送
も
可
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

契
約
検
査
課　

調
達
係

　

�　

・
７
０
４
７

４０

■
申
込
書
の
配
布
予
定

　

2
月
1
日
�
〜

■
申
込
受
付
期
間

　

2
月
６
日
�
〜
2
月　

日
�

１１

■
受
付
時
間　

９
時
〜　

時
１８

■
受
付
場
所

佐
賀
市
城
内
一
丁
目
６
番
５
号

（
県
庁
南
別
館
西
庁
舎
３
階
）　

佐
賀
県
住
宅
供
給
公
社　

県
営
住

宅
管
理
課　

�　

・
２
５
２
５

２５

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�

【
特
別
障
害
者
手
当
対
象
者
】

　
　

歳
以
上
の
在
宅
で
生
活
さ
れ

２０
て
い
る
方
で
、
お
お
む
ね
、
身
体

�
�
�
�
�
�
�
	
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�



�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�

障
害
者
手
帳
１
、
２
級
程
度
お
よ

び
療
育
手
帳
最
重
度
程
度
の
障
が

い
が
重
複
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

同
等
の
疾
病
・
精
神
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
。
た
だ
し
内
部
障
が
い

の
方
に
つ
い
て
は
、
絶
対
安
静
の

状
態
に
あ
る
方

■
支
給
の
制
限

・
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
入
院
さ

　

れ
て
い
る
方 

・
施
設
等
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方

・
所
得
に
よ
る
制
限

■
支
給
額

　

月
額
２
６
�
５
２
０
円
。

【
障
害
児
福
祉
手
当
対
象
者
】

　
　

歳
未
満
の
障
が
い
児
で
、
お

２０
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お

よ
び
２
級
の
一
部
、
療
育
手
帳
最

重
度
お
よ
び
重
度
の
一
部
、
ま
た

は
右
記
と
同
等
の
疾
病
、
精
神
障

が
い
を
お
持
ち
の
方

■
支
給
の
制
限

・
施
設
等
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方

・
当
該
障
が
い
を
支
給
理
由
と
す

　

る
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

・
所
得
に
よ
る
制
限

■
支
給
額

　

月
額
１
４
�
４
３
０
円
。

【
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
の
支
給
月
】

　

申
請
の
翌
月
分
手
当
か
ら
、
毎

年
２
月
・
５
月
・
８
月
・　

月
に

１１

各
月
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

申
請
方
法
に
つ
い
て
は
個
別
に

第
３
回
「
簡
単
！
お
い
し
い
！
旬

の
味
〜
季
節
野
菜
の
漬
物
と
キ
ム

チ
づ
く
り
〜
」

　

直
売
所
の
新
鮮
で
安
心
な
地
元

の
農
産
物
を
使
っ
た
、
農
家
が
つ

く
る
�
ふ
る
さ
と
自
慢
�
の
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
日
ご
ろ
、

購
入
し
た
野
菜
が
残
っ
て
し
ま
っ

て
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
そ
ん
な
野
菜
も
残
さ
ず
調
理

で
き
る
簡
単
な
お
漬
物
づ
く
り
や

冬
野
菜
を
使
っ
て
の
キ
ム
チ
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月　

日
�

１４

　

9
時　

分
〜　

時

30

13

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
��
��

■
場
所　

ひ
ょ
う
た
ん
島
公
園

　

四
季
の
め
ぐ
み
館
（
兵
庫
町
）

■
内
容　

季
節
野
菜
の
漬
物
と
キ

ム
チ
作
り

■
定
員　
　

名
程
度

２０

■
参
加
費　

１
人　

5
0
0
円

■
応
募
方
法　

は
が
き
、
電
子
メ

ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
に
て
受
け
付
け

ま
す
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

「
ふ
る
さ
と
自
慢
教
室
参
加
希

望
」
と
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
２
月
９
日
�
必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

し
、
後
日
案
内
文
を
送
付
し
ま
す
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
農
産
物
直
売
所
・
加
工
所
連

絡
協
議
会（
本
庁　

農
林
水
産
課
内
）

　

�　

・
７
１
１
６

４０

　

F
A
X　

・
６
２
４
４

２６

　

E
メ
ー
ル

nosui@
city.saga.lg.jp
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�
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�
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�
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脳
ド
ッ
ク
は
、症
状
が
現
れ
る

前
に
脳
腫
瘍
や
脳
動
脈
瘤
等
の
脳

の
病
気
や
高
血
圧
･
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
を
発
見
す
る
、脳

の
健
康
診
断
で
す
。 

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

一
度
、脳
の
健
康
診
断
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者

　

旧
佐
賀
市
に
居
住
す
る
国
民
健

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

康
保
険
加
入
者
で
、　

歳
か
ら　

歳

�
�

�
�
�
�

40

69

ま
で
の
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
方
。

　

た
だ
し
、今
年
度
内
に
人
間

ド
ッ
ク
の
助
成
を
受
け
ら
れ
た
方

は
、脳
ド
ッ
ク
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。ど
ち
ら
か
一
方
の
み
の
助
成

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、脳
ド
ッ
ク
に
は
、ほ
ほ
え

み
健
診（
ま
た
は
個
別
健
診
）の
基

本
健
康
診
査
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、今
年
度
ほ
ほ
え
み
健
診（
ま

た
は
個
別
健
診
）で
基
本
健
診
を

受
診
さ
れ
た
方
は
、脳
ド
ッ
ク
を

受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
健
診
実
施
機
関

　

小
野
病
院　

�　

･
3
3
7
1

24

　

正
島
脳
神
経
外
科
病
院

　
　
　
　
　
　

�　

･
0
0
3
5

32

　

福
田
脳
神
経
外
科
病
院

　
　
　
　
　
　

�　

･
9
0
0
8

27

■
自
己
負
担
額

　

２
４
�
６
０
０
円

（
総
費
用
額
５
２
�
５
０
０
円

　

※
基
本
健
診
費
を
含
む
）

■
定
員

　

３
病
院
合
わ
せ
て
３
０
０
名

（
定
員
ま
で
残
り
わ
ず
か
で
す
。受

診
希
望
の
方
は
、お
急
ぎ
く
だ
さ

い
）

〜
申
し
込
み
か
ら
受
診
ま
で
〜

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
】

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
精
神

や
身
体
に
中
度
以
上
の
障
が
い
を

有
す
る
（
日
常
生
活
に
お
い
て
、

介
護
・
支
援
を
必
要
と
す
る
疾
病
・

傷
病
を
も
つ
）　

歳
未
満
の
児
童

２０

の
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

児
童
の
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
、

１
級
（
月
額
５
０
�
９
０
０
円
）

と
２
級
（
月
額
３
３
�
９
０
０
円
）

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

■
支
給
制
限
に
つ
い
て

  
受
給
者
お
よ
び
配
偶
者
・
扶
養
義

務
者
（
受
給
者
と
一
緒
に
お
住
ま

い
の
家
族
）
の
所
得
に
よ
る
制
限
、

施
設
入
所
に
よ
る
制
限
な
ど
が
あ

り
ま
す
の
で
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

社
会
福
祉
課

　

障
害
福
祉
係

　

�　

・
７
２
５
１

４０

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
こ
れ
か
ら
の

高
齢
社
会
に
対
応
す
る
人
材
育
成

と
し
て
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
住
み

よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
日

　

２
月
（
下
旬
）
〜
３
月
、
６
月

■
実
施
場
所

　

佐
賀
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

講
習
（
４
回
）、
試
験
前

模
擬
試
験
（
１
回
）

■
受
講
料　

１
５
�
０
０
０
円

■
募
集
人
数　
　

人
３０

■
申
し
込
み
方
法　

住
所
、氏
名
、

連
絡
先
を
ご
記
入
の
う
え
、は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。詳
細
資
料
を
送
付
し
ま
す
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
８
４
９
・
０
９
１
８

　

佐
賀
市
兵
庫
南
三
丁
目　

番　

号

１２

１４

　

佐
賀
県
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ

　

ネ
ー
タ
ー
協
会　

事
務
局（
西
本
）

　

F
A
X
０
９
５
４
・　

・
０
８
２
９

２３

E
メ
ー
ル

saga-fjca@
po2.bunbun.ne.jp

　

�　

・
８
２
０
５

２４

　

難
し
そ
う
に
見
え
る
手
話
も
音

楽
と
い
っ
し
ょ
に
歌
い
な
が
ら
自

然
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

手
話
を
さ
れ
て
い
る
方
は
も
ち

ろ
ん
、
初
め
て
の
方
も
手
話
の
面

白
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

手
話
に
は
国
境
も
年
齢
、
性
別
も

あ
り
ま
せ
ん
。
音
楽
を
聴
覚
だ
け

で
な
く
、
体
全
体
で
感
じ
て
く
だ

さ
い
！

■
開
講
曜
日
・
時
間

　

水
曜
日　

時　

分
〜　

時

13

30

15

■
受
講
料　

３
カ
月
９
�
０
０
０
円

（
そ
の
後
の
会
員
費
は
１
カ
月

　

１
�
０
０
０
円
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
た
ん
ぽ
ぽ（
伊
藤
）

　

�
０
９
０
・
３
４
１
５
・
６
２
２
７

　

F
A
X　

・
５
６
８
４

６２

【
講
演
の
お
知
ら
せ
】

■
日
時　

１
月　

日
�

２２

　
　
　
　
　

時
〜　

時

１０

１２

■
場
所　

佐
賀
大
和
老
人
福
祉
セ

　
　
　
　
  
ン
タ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
講
演　

人
権
講
座

　
　
　
　
「
手
話
で
歌
お
う
」

■
講
師　

伊
藤
チ
エ
子　

氏

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
大
和
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

�　

・
０
４
６
１

６２

①
市
役
所
本
庁
保
険
年
金
課
に
電

話
で
仮
予
約
を
す
る
。

②
希
望
す
る
医
療
機
関
へ
電
話
し

て
、受
診
日
を
予
約
す
る
。

③
市
役
所
本
庁
１
階
国
民
健
康
保

険
コ
ー
ナ
ー　

番
窓
口
で
申
請
を

11

行
い（
健
康
保
険
証
と
印
鑑
持
参
）、

受
診
券
を
受
け
取
る
。

④
受
診
券
、受
診
料（
自
己
負
担
額

分
）、国
民
健
康
保
険
証
を
持
っ
て
、

予
約
日
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
。

◎
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

保
険
年
金
課　

給
付
係

　

�　

･
7
2
7
1

40

■
日
時　

１
月　

日
�

３１

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１５

３０

■
場
所　

ア
バ
ン
セ
４
階

　
　
　
　

第
３
研
修
室

■
講
師

社
団
法
人
佐
賀
県
社
会
福
祉
士
会

社
会
福
祉
士　

永
松　

万
一
郎
氏

■
演
題

「
成
年
後
見
制
度
と
申
立
て
実
務
」

■
内
容　

成
年
後
見
制
度
の
内
容

と
、実
際
の
申
立
て
実
務
に
つ
い

て
、わ
か
り
や
す
く
講
義
が
あ
り

ま
す
。

■
定
員　
　

名（
定
員
に
な
り
次

５０

第
締
め
切
り
ま
す
）無
料

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
市
役
所　

社
会
福
祉
課

　

�　

・
７
２
５
０

４０

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

�
佐
賀
県
社
会
福
祉
士
会

　

�　

・
５
８
３
３

３６

��

��
�

�

�
�
�
�

�

�

�

　

市
が
行
う
入
札
に
参
加
し
た
い

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
に
業
者
の

登
録
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
回
申
請
さ
れ
る
方
の
登
録

期
間
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら
平

１８

成　

年
３
月
ま
で
で
す
。
登
録
を

１９
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要
領
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
建
設
工
事
関
係
﹈

・
受
付
期
間

　

１
月　

日
�
〜
１
月　

日
�

11

31

・
受
付
場
所

　

契
約
検
査
課　
（
本
庁
４
階
）

・
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

（
１
月　

日
�
消
印
ま
で
）

31

・
提
出
書
類　

申
請
書
お
よ
び
要

領
は
、
佐
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、「
青
色
」
の

Ａ
４
判
フ
ァ
イ
ル
に
書
類
番
号
順

に
綴
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

契
約
検
査
課　

契
約
係

　

�　

・
７
１
５
２

４０

�
��

��

�
�
�
�
�
�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
	



﹇
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
業
務
委

託
関
係
﹈

・
受
付
期
間

　

１
月　

日
�
〜
１
月　

日
�

11

31

・
受
付
場
所

　

契
約
検
査
課　
（
本
庁　

４
階
）

・
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

（
１
月　

日
�
消
印
ま
で
）

31

・
提
出
書
類　

申
請
書
お
よ
び
要

領
は
、
佐
賀
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、「
赤
色
」
の

Ａ
４
判
フ
ァ
イ
ル
に
書
類
番
号
順

に
綴
っ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

契
約
検
査
課　

契
約
係

　

�　

・
７
１
５
２

４０

﹇
物
品
購
入
・
そ
の
他
の
業
務
委

託
関
係
﹈

・
受
付
期
間

　

１
月　

日
�
〜
１
月　

日
�

11

31

・
受
付
場
所

　

契
約
検
査
課
（
本
庁
４
階
）
ま

た
は
各
支
所
の
総
務
課

・
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

（
郵
送
の
場
合
、
宛
先
は
契
約
検

査
課
調
達
係
と
し
、
期
限
は
１
月

　

日
�
消
印
ま
で
）

31・
提
出
書
類　

申
請
書
お
よ
び
要

領
は
、
契
約
検
査
課
調
達
係
で
配

布
し
ま
す
。（
２
０
０
円
切
手
を
貼

付
し
た
Ａ
４
用
紙
の
入
る
返
信
用

封
筒
を
送
付
す
れ
ば
、
郵
送
も
可
）

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

契
約
検
査
課　

調
達
係

　

�　

・
７
０
４
７

４０

■
申
込
書
の
配
布
予
定

　

2
月
1
日
�
〜

■
申
込
受
付
期
間

　

2
月
６
日
�
〜
2
月　

日
�

１１

■
受
付
時
間　

９
時
〜　

時
１８

■
受
付
場
所

佐
賀
市
城
内
一
丁
目
６
番
５
号

（
県
庁
南
別
館
西
庁
舎
３
階
）　

佐
賀
県
住
宅
供
給
公
社　

県
営
住

宅
管
理
課　

�　

・
２
５
２
５

２５

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�

【
特
別
障
害
者
手
当
対
象
者
】

　
　

歳
以
上
の
在
宅
で
生
活
さ
れ

２０
て
い
る
方
で
、
お
お
む
ね
、
身
体

�
�
�
�
�
�
�
	
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�



�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�

障
害
者
手
帳
１
、
２
級
程
度
お
よ

び
療
育
手
帳
最
重
度
程
度
の
障
が

い
が
重
複
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

同
等
の
疾
病
・
精
神
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
。
た
だ
し
内
部
障
が
い

の
方
に
つ
い
て
は
、
絶
対
安
静
の

状
態
に
あ
る
方

■
支
給
の
制
限

・
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
入
院
さ

　

れ
て
い
る
方 

・
施
設
等
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方

・
所
得
に
よ
る
制
限

■
支
給
額

　

月
額
２
６
�
５
２
０
円
。

【
障
害
児
福
祉
手
当
対
象
者
】

　
　

歳
未
満
の
障
が
い
児
で
、
お

２０
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お

よ
び
２
級
の
一
部
、
療
育
手
帳
最

重
度
お
よ
び
重
度
の
一
部
、
ま
た

は
右
記
と
同
等
の
疾
病
、
精
神
障

が
い
を
お
持
ち
の
方

■
支
給
の
制
限

・
施
設
等
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方

・
当
該
障
が
い
を
支
給
理
由
と
す

　

る
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

・
所
得
に
よ
る
制
限

■
支
給
額

　

月
額
１
４
�
４
３
０
円
。

【
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
の
支
給
月
】

　

申
請
の
翌
月
分
手
当
か
ら
、
毎

年
２
月
・
５
月
・
８
月
・　

月
に

１１

各
月
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

申
請
方
法
に
つ
い
て
は
個
別
に

第
３
回
「
簡
単
！
お
い
し
い
！
旬

の
味
〜
季
節
野
菜
の
漬
物
と
キ
ム

チ
づ
く
り
〜
」

　

直
売
所
の
新
鮮
で
安
心
な
地
元

の
農
産
物
を
使
っ
た
、
農
家
が
つ

く
る
�
ふ
る
さ
と
自
慢
�
の
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
日
ご
ろ
、

購
入
し
た
野
菜
が
残
っ
て
し
ま
っ

て
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
そ
ん
な
野
菜
も
残
さ
ず
調
理

で
き
る
簡
単
な
お
漬
物
づ
く
り
や

冬
野
菜
を
使
っ
て
の
キ
ム
チ
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月　

日
�

１４

　

9
時　

分
〜　

時

30

13

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
��
��

■
場
所　

ひ
ょ
う
た
ん
島
公
園

　

四
季
の
め
ぐ
み
館
（
兵
庫
町
）

■
内
容　

季
節
野
菜
の
漬
物
と
キ

ム
チ
作
り

■
定
員　
　

名
程
度

２０

■
参
加
費　

１
人　

5
0
0
円

■
応
募
方
法　

は
が
き
、
電
子
メ

ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
に
て
受
け
付
け

ま
す
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

「
ふ
る
さ
と
自
慢
教
室
参
加
希

望
」
と
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
２
月
９
日
�
必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

し
、
後
日
案
内
文
を
送
付
し
ま
す
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
賀
市
農
産
物
直
売
所
・
加
工
所
連

絡
協
議
会（
本
庁　

農
林
水
産
課
内
）

　

�　

・
７
１
１
６

４０

　

F
A
X　

・
６
２
４
４

２６

　

E
メ
ー
ル

nosui@
city.saga.lg.jp



��

　
 
清
掃
工
場
焼
却
炉
の
オ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル
に
伴
い
、
高
温
水
と
電

気
の
供
給
が
停
止
し
ま
す
の
で
、

プ
ー
ル
と
浴
室
が
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ス

タ
ジ
オ
は
通
常
通
り
営
業
、
シ
ャ

ワ
ー
も
利
用
で
き
ま
す
。

★
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
期
間
中
の

　

運
動
継
続
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

〜
プ
ー
ル
が
無
く
て
も
し
っ
か
り
運
動
〜

■
期
間　

２
月
７
日
�
〜　

日
�

19

【
自
由
参
加
レ
ッ
ス
ン
】

・
自
宅
で
貯
筋
ス
テ
ッ
プ
ふ
み
ふ
み

　

�
�
�　

時
〜　

時　

分

10

10

30

　

�　

時
〜　

時　

分

15

15

30

・
ら
く
ら
く
体
操

　

�
�　

時
〜　

時　

分

15

15

30

　

�　

時
〜　

時　

分

16

16

30

　

�
�　

時
〜　

時　

分

11

11

30

■
日
時　

２
月
４
日
�

　
　
　
　
　

時
〜　

時

１０

１５

■
場
所　

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル

５
階　

�　

・
２
０
０
２

４０

■
相
談
会
内
容　

簡
易
裁
判
所
等

訴
訟
、不
動
産
の
相
続
・
売
買
・
贈

与
等
の
登
記
、供
託
、破
産
、ク
レ

サ
ラ
、成
年
後
見
、ヤ
ミ
金
に
関
す

る
こ
と
等

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	



�
�

　

少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に

伴
い
、今
後
労
働
力
人
口
も
若
年

層
お
よ
び
壮
年
層
の
大
幅
な
減
少

が
見
込
ま
れ
る
中
で
、高
い
就
労

意
欲
を
有
す
る
高
年
齢
者
が
そ
の

知
識
と
経
験
を
活
か
し
、意
欲
と

能
力
が
あ
る
限
り
、社
会
の
支
え

手
と
し
て
活
躍
し
続
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、「
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
」の
改
正
に
よ
り
、平
成　

年
１８

４
月
１
日
か
ら
、定
年
の
定
め
を

し
て
い
る
事
業
主
に
対
し
て
、少

な
く
と
も
年
金
支
給
開
始
年
齢　
　＊

ま
で
の

　

１　

定
年
の
引
き
上
げ

　

２　

継
続
雇
用
制
度
の
導
入

　

３　

定
年
の
廃
止

の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

＊（
注
釈
）こ
の
高
年
齢
者
雇
用

確
保
措
置
の
義
務
化
年
齢
は
男
性

�
��

�
�
�
�
�
�
�
	

��

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

★
こ
の
期
間
限
定
で
ポ
イ
ン
ト

　

カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す

　

利
用
ご
と
に
１
ポ
イ
ン
ト
加
算

し
、 

２
ポ
イ
ン
ト
に
つ
き
利
用
券

１
枚
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

★
通
常
通
り
の
運
動
教
室
も
ご
利

　

用
く
だ
さ
い

【
自
由
参
加
教
室
】

・
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

�
9
時　

分
〜　

時　

分

30

10

30

・
転
倒
予
防
教
室

　

�　

時
〜　

時　

分

10

10

45

・
ニ
コ
ニ
コ
健
康
講
話

　

�　

時
〜　

時　

分

10

10

30

【
体
力
測
定
※
予
約
が
必
要
で
す
】

・ 
全
身
持
久
力
、
筋
力
、
バ
ラ
ン

ス
、
柔
軟
性
な
ど

　

�　

時
〜　

時
の
う
ち
１
時
間

11

16

　

�　

時
〜　

時
の
う
ち
１
時
間

13

16

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
市
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー

　

�　

・
９
３
０
９

３６

の
年
金（
定
額
部
分
）の
支
給
開
始

年
齢
の
引
き
上
げ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
あ
わ
せ
、男
女
と
も
に
平
成　
２５

年
４
月
１
日
ま
で
に
段
階
的
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
労
働
局　

職
業
安
定
部

　

職
業
対
策
課

　

�　

・
７
２
１
７

３２

　

ま
た
は「
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ

　

ー
ク
」へ

◎
問
い
合
わ
せ

　

国
土
交
通
省

　

筑
後
川
河
川
事
務
所
調
査
課

　

�
０
９
４
２
・　

・
９
１
３
１

３３

　

佐
賀
市
役
所
河
川
砂
防
課　

　

�　

・
７
１
８
０

４０

　

佐
賀
市
役
所
諸
富
支
所　

建
設
課

　

�　

・
２
１
３
１

４７

　

あ
な
た
も
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド

（
長
崎
街
道
）の�
達
人
�に
な
り
ま

せ
ん
か
？
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
検
定

と
は
、長
崎
街
道
で
花
開
い
た
菓

子
文
化
や
歴
史
に
つ
い
て
問
う
検

定
試
験
で
す
。

■
日
時　

２
月　

日
�

１９

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１２

３０

■
場
所　

佐
賀
市
交
流
セ
ン
タ
ー

エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
ホ
ー
ル（
佐
賀
市

白
山
二
丁
目
）

■
受
検
資
格　

ど
な
た
で
も
受
検

で
き
ま
す
。

■
試
験
概
要　

お
菓
子
の
問
題
・

長
崎
街
道
の
歴
史
な
ど
の
問
題

　
（
筆
記
試
験　

分
、実
技　

分
）

５０

５０

■
申
込
期
限　

２
月　

日
�

１０

　

フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー
ル
ま
た

は
官
製
は
が
き
で「
活
気
会
」宛
て

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
検
定
料　

１
�
０
５
０
円

（
振
込
み
確
認
で
き
た
ら
受
付
完

了
で
す
。）

■
振
込
先　

郵
便
振
込

　

記
号　

１
７
７
１
０　

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
��
�
�
�	


�

�
�
�

　

番
号　

１
５
９
１
６
９
２
１

　

口
座
名

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

活
気
会

※ 
お
手
数
で
す
が
振
込
手
数
料

は
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
「
活
気
会
」

　

〒
8
4
0
・
0
8
2
6

　

佐
賀
市
白
山
二
丁
目
７
番
１
号

　

エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
１
階

　

�
０
８
０
・
３
９
４
４
・
０
３
５
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

・
０
８
２
７

２７

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

kakkikai＠
taupe.plala.or.jp

■
日
時　

１
月　

日
�

２９

　
　
　
　
　

時
〜　

時

１３

１６

■
場
所　

佐
賀
城
本
丸
歴
史
館

■
内
容

・
講
演

　
「
江
戸
中
期
の 
黄
檗 
文
化
と

お
う
ば
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
茶
翁
」

　

佐
賀
大
学
教
授　

井
上
敏
幸
氏

・
お
煎
茶
お
点
前
披
露

　
　

高
遊
外
売
茶
流　

代
家
元

１２

　
　

柴
山
高
縁
氏　

他

◎
問
い
合
わ
せ

　

高
遊
外
売
茶
翁
顕
彰
会

　

�　

・
８
５
７
０

４０

　

佐
賀
市
役
所　

観
光
・
文
化
課

　

文
化
係　

�　

・
７
１
１
２

４０

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
��
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

��
�

�

�
�
�
�

�

�

�

■
電
話
相
談　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

�　

・
０
６
３
５

２９

　

�　

・
０
６
２
６

２９

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
県
司
法
書
士
会

　

�　

・
０
６
２
６

２９

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
　

年
産
の
米
、麦
、大
豆
に
つ
い

１９
て
は
、こ
れ
ま
で
国
の
支
援
で
あ

る「
稲
作
所
得
基
盤
確
保
対
策
」

「
担
い
手
経
営
安
定
対
策
」「
大
豆

作
経
営
安
定
対
策
」「
麦
作
経
営
安

定
資
金
」「
大
豆
交
付
金
」が
、『
品

�
�
�
�
�
�
�	


�
�
�

�
�
�

　

平
成
４
年
１
月
号
か
ら
平
成　
１７

年
９
月
号
ま
で
を
収
録
。

　

昭
和　

年
に
南
山
村
・
北
山
村
・

３１

小
関
村
の
三
村
が
合
併
し
、富
士

村
と
命
名
。そ
の
後
、町
制
施
行
で

富
士
町
と
な
り
、平
成　

年　

月

１７

１０

の
合
併
ま
で
、幾
度
も
の
季
節
を

め
ぐ
っ
て　

年
。

４９

　
「
広
報
ふ
じ
」に
は
、そ
の
時
々

の
富
士
町
、人
々
の
表
情
、思
い
を

記
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
作
成
し
た
縮
刷
版
は
、前

回
の
第
二
版
に
引
き
続
き
、平
成

４
年
１
月
号
か
ら
平
成　

年
９
月

１７

号
ま
で
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
富
士
町
の
歴
史
を

振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
本
の
体
裁

　

B
５
判　
　

表
装
布
張
り

　

上
下
二
巻
組　
　

白
黒
印
刷

■
代
金　

４
�
５
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ

　

富
士
支
所　

総
務
課

　

�　

・
２
１
１
１

５８

　

皆
様
の
お
宅
を
訪
問
し
、下
水

道
の
排
水
管
な
ど
を
点
検
、清
掃
、

消
毒
な
ど
を
行
う
業
者
が
市
内
全

域
で
営
業
を
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、な
か
に
は
あ
た
か
も
佐
賀
市

の
指
示
で
実
施
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
誤
解
さ
せ
高
額
の
費
用
を
請

求
す
る
悪
質
な
業
者
も
い
ま
す
。

　

市
で
は
、点
検
・
清
掃
等
の
あ
っ

せ
ん
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�

�
�
�
�

　

筑
後
川
の
未
来
図
で
あ
る

「
筑
後
川
水
系
河
川
整
備
計
画
」の

原
案
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

計
画
は
筑
後
川
流
域
の
多
数
の

住
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
開
催

し
た
筑
後
川
流
域
１
万
人
会
議
で

出
た
意
見
を
参
考
に
作
成
し
た
も

の
で
す
。

　

そ
の
計
画
を
皆
さ
ん
に
聞
い
て

い
た
だ
く
為
に
、説
明
会
兼
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す
。あ
な
た
の
筑
後
川

へ
の
想
い
が
筑
後
川
の
未
来
計
画

に
反
映
さ
れ
る
ま
た
と
な
い
機
会

で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
３
日
�　
　

時
〜

１９

■
場
所　

佐
賀
市
諸
富
町

　
　
　
　

産
業
振
興
会
館

　

※
入
場
は
無
料
で
す

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	



�

�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

契
約
の
際
に
は
金
額
や
内
容
を
十

分
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
す
の
管
理
は
、ご
自
分
で
月

に
一
回
程
度
、台
所
外
側
に
あ
る

排
水
ま
す
の
中
に
浮
い
て
い
る
油

分
を
、使
い
古
し
の
お
玉
な
ど
で

す
く
っ
て
い
た
だ
く
程
度
で
十
分

で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

下
水
道
企
画
課 

　

維
持
係

　

�　

・
７
２
１
３

４０

　

市
内
の
生
産
者
・
消
費
者
ま
た
関

係
者
の
皆
様
へ
、農
林
水
産
業
に
関

す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
サ
ガ
ン
ア

グ
リ
ニ
ュ
ー
ス
」を
発
行
し
て
い
ま

す
。購
読
料
は
無
料
で
す
。

■
登
録
に
つ
い
て

①nosui@
city.saga.lg.jp

ま
で

登
録
希
望
の
メ
ー
ル
を
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

　

タ
イ
ト
ル
を「
農
水
メ
ル
マ
ガ

購
読
希
望
」と
し
、氏
名（
会
社
名
）、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、郵
便
番
号
、住

所
、電
話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

②
市
の
農
林
水
産
課
か
ら「
登
録

確
認
」の
メ
ー
ル
を
返
信
し
ま
す
。

③
そ
の
後
毎
月
１
回
メ
ル
マ
ガ
を

発
信
し
ま
す
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
登

録
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

農
林
水
産
課　

特
産
係

　

�　

・
７
１
１
６

４０

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
』と
し

て
一
本
化
さ
れ
、一
定
の
要
件
を

備
え
た「
担
い
手（
認
定
農
業
者
、

特
定
農
業
団
体
等
）」に
対
し
て
の

み
の
支
援
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

米
、麦
、大
豆
を
生
産
さ
れ
て
い

る
農
業
者
の
方
や
こ
れ
か
ら
生
産

を
考
え
て
い
る
方
な
ど
、国
の
支

援
を
受
け
て
経
営
を
営
ま
れ
る
方

は
、「
担
い
手
」の
用
件
を
満
た
す

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、今
回
の
対
策

に
つ
い
て
の
集
落
説
明
会
等
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

担
当
の
農
協

　

本
庁　

農
林
水
産
課　

水
田
対
策
係

　

�　

・
７
１
１
７

４０

　

ま
た
は
各
支
所
担
当
課

��
�

�

�
�
�
�

�

�

�

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
市
税
は
、

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
お
よ
び
国
保

税
で
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
預
金

通
帳
、
届
出
印
、
納
税
通
知
書

（
納
付
書
）
を
持
参
の
上
、
口
座

を
お
持
ち
の
金
融
機
関
、
本
庁
納

税
課
、
保
険
年
金
課
、
ま
た
は
各

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

支
所
担
当
窓
口
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

納
税
課　

収
納
係

　

�　

・
７
０
７
５

４０

　

本
庁　

保
険
年
金
課

　

国
保
税
二
係

　

�　

・
７
２
７
３

４０

　

佐
腎
協
通
院
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ふ
れ
あ
い
」で
は
、腎
臓
病
の
た
め

に
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人
に
対

し
て
の
通
院
介
護
を
し
て
い
ま
す
。

　

人
工
透
析
は
、１
週
間
の
う
ち
３

日
は
病
院
に
通
院
し
１
回
当
た
り

４
〜
５
時
間
の
治
療
を
受
け
ま
す
。

　

そ
こ
で
、自
宅
か
ら
病
院
ま
で

の
往
復
ま
た
は
片
道
の
送
迎
を
し

て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。あ
な
た
の
空
い
た
時
間
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
？

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
佐
賀

　

�　

・
８
１
８
１

２７

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	



��

　
 
清
掃
工
場
焼
却
炉
の
オ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル
に
伴
い
、
高
温
水
と
電

気
の
供
給
が
停
止
し
ま
す
の
で
、

プ
ー
ル
と
浴
室
が
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ス

タ
ジ
オ
は
通
常
通
り
営
業
、
シ
ャ

ワ
ー
も
利
用
で
き
ま
す
。

★
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
期
間
中
の

　

運
動
継
続
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

〜
プ
ー
ル
が
無
く
て
も
し
っ
か
り
運
動
〜

■
期
間　

２
月
７
日
�
〜　

日
�

19

【
自
由
参
加
レ
ッ
ス
ン
】

・
自
宅
で
貯
筋
ス
テ
ッ
プ
ふ
み
ふ
み

　

�
�
�　

時
〜　

時　

分

10

10

30

　

�　

時
〜　

時　

分

15

15

30

・
ら
く
ら
く
体
操

　

�
�　

時
〜　

時　

分

15

15

30

　

�　

時
〜　

時　

分

16

16

30

　

�
�　

時
〜　

時　

分

11

11

30

■
日
時　

２
月
４
日
�

　
　
　
　
　

時
〜　

時

１０

１５

■
場
所　

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル

５
階　

�　

・
２
０
０
２

４０

■
相
談
会
内
容　

簡
易
裁
判
所
等

訴
訟
、不
動
産
の
相
続
・
売
買
・
贈

与
等
の
登
記
、供
託
、破
産
、ク
レ

サ
ラ
、成
年
後
見
、ヤ
ミ
金
に
関
す

る
こ
と
等

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	



�
�

　

少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に

伴
い
、今
後
労
働
力
人
口
も
若
年

層
お
よ
び
壮
年
層
の
大
幅
な
減
少

が
見
込
ま
れ
る
中
で
、高
い
就
労

意
欲
を
有
す
る
高
年
齢
者
が
そ
の

知
識
と
経
験
を
活
か
し
、意
欲
と

能
力
が
あ
る
限
り
、社
会
の
支
え

手
と
し
て
活
躍
し
続
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、「
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
」の
改
正
に
よ
り
、平
成　

年
１８

４
月
１
日
か
ら
、定
年
の
定
め
を

し
て
い
る
事
業
主
に
対
し
て
、少

な
く
と
も
年
金
支
給
開
始
年
齢　
　＊

ま
で
の

　

１　

定
年
の
引
き
上
げ

　

２　

継
続
雇
用
制
度
の
導
入

　

３　

定
年
の
廃
止

の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

＊（
注
釈
）こ
の
高
年
齢
者
雇
用

確
保
措
置
の
義
務
化
年
齢
は
男
性

�
��

�
�
�
�
�
�
�
	

��

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

★
こ
の
期
間
限
定
で
ポ
イ
ン
ト

　

カ
ー
ド
を
交
付
し
ま
す

　

利
用
ご
と
に
１
ポ
イ
ン
ト
加
算

し
、 

２
ポ
イ
ン
ト
に
つ
き
利
用
券

１
枚
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

★
通
常
通
り
の
運
動
教
室
も
ご
利

　

用
く
だ
さ
い

【
自
由
参
加
教
室
】

・
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

�
9
時　

分
〜　

時　

分

30

10

30

・
転
倒
予
防
教
室

　

�　

時
〜　

時　

分

10

10

45

・
ニ
コ
ニ
コ
健
康
講
話

　

�　

時
〜　

時　

分

10

10

30

【
体
力
測
定
※
予
約
が
必
要
で
す
】

・ 
全
身
持
久
力
、
筋
力
、
バ
ラ
ン

ス
、
柔
軟
性
な
ど

　

�　

時
〜　

時
の
う
ち
１
時
間

11

16

　

�　

時
〜　

時
の
う
ち
１
時
間

13

16

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
市
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー

　

�　

・
９
３
０
９

３６

の
年
金（
定
額
部
分
）の
支
給
開
始

年
齢
の
引
き
上
げ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
あ
わ
せ
、男
女
と
も
に
平
成　
２５

年
４
月
１
日
ま
で
に
段
階
的
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
労
働
局　

職
業
安
定
部

　

職
業
対
策
課

　

�　

・
７
２
１
７

３２

　

ま
た
は「
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ

　

ー
ク
」へ

◎
問
い
合
わ
せ

　

国
土
交
通
省

　

筑
後
川
河
川
事
務
所
調
査
課

　

�
０
９
４
２
・　

・
９
１
３
１

３３

　

佐
賀
市
役
所
河
川
砂
防
課　

　

�　

・
７
１
８
０

４０

　

佐
賀
市
役
所
諸
富
支
所　

建
設
課

　

�　

・
２
１
３
１

４７

　

あ
な
た
も
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド

（
長
崎
街
道
）の�
達
人
�に
な
り
ま

せ
ん
か
？
シ
ュ
ガ
ー
ロ
ー
ド
検
定

と
は
、長
崎
街
道
で
花
開
い
た
菓

子
文
化
や
歴
史
に
つ
い
て
問
う
検

定
試
験
で
す
。

■
日
時　

２
月　

日
�

１９

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１２

３０

■
場
所　

佐
賀
市
交
流
セ
ン
タ
ー

エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
ホ
ー
ル（
佐
賀
市

白
山
二
丁
目
）

■
受
検
資
格　

ど
な
た
で
も
受
検

で
き
ま
す
。

■
試
験
概
要　

お
菓
子
の
問
題
・

長
崎
街
道
の
歴
史
な
ど
の
問
題

　
（
筆
記
試
験　

分
、実
技　

分
）

５０

５０

■
申
込
期
限　

２
月　

日
�

１０

　

フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ
ー
ル
ま
た

は
官
製
は
が
き
で「
活
気
会
」宛
て

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
検
定
料　

１
�
０
５
０
円

（
振
込
み
確
認
で
き
た
ら
受
付
完

了
で
す
。）

■
振
込
先　

郵
便
振
込

　

記
号　

１
７
７
１
０　

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
��
�
�
�	


�

�
�
�

　

番
号　

１
５
９
１
６
９
２
１

　

口
座
名

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

活
気
会

※ 
お
手
数
で
す
が
振
込
手
数
料

は
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
「
活
気
会
」

　

〒
8
4
0
・
0
8
2
6

　

佐
賀
市
白
山
二
丁
目
７
番
１
号

　

エ
ス
プ
ラ
ッ
ツ
１
階

　

�
０
８
０
・
３
９
４
４
・
０
３
５
８

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

・
０
８
２
７

２７

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

kakkikai＠
taupe.plala.or.jp

■
日
時　

１
月　

日
�

２９

　
　
　
　
　

時
〜　

時

１３

１６

■
場
所　

佐
賀
城
本
丸
歴
史
館

■
内
容

・
講
演

　
「
江
戸
中
期
の 
黄
檗 
文
化
と

お
う
ば
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
茶
翁
」

　

佐
賀
大
学
教
授　

井
上
敏
幸
氏

・
お
煎
茶
お
点
前
披
露

　
　

高
遊
外
売
茶
流　

代
家
元

１２

　
　

柴
山
高
縁
氏　

他

◎
問
い
合
わ
せ

　

高
遊
外
売
茶
翁
顕
彰
会

　

�　

・
８
５
７
０

４０

　

佐
賀
市
役
所　

観
光
・
文
化
課

　

文
化
係　

�　

・
７
１
１
２

４０

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
��
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

��
�

�

�
�
�
�

�

�

�

■
電
話
相
談　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

�　

・
０
６
３
５

２９

　

�　

・
０
６
２
６

２９

◎
問
い
合
わ
せ

　

佐
賀
県
司
法
書
士
会

　

�　

・
０
６
２
６

２９

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
　

年
産
の
米
、麦
、大
豆
に
つ
い

１９
て
は
、こ
れ
ま
で
国
の
支
援
で
あ

る「
稲
作
所
得
基
盤
確
保
対
策
」

「
担
い
手
経
営
安
定
対
策
」「
大
豆

作
経
営
安
定
対
策
」「
麦
作
経
営
安

定
資
金
」「
大
豆
交
付
金
」が
、『
品

�
�
�
�
�
�
�	


�
�
�

�
�
�

　

平
成
４
年
１
月
号
か
ら
平
成　
１７

年
９
月
号
ま
で
を
収
録
。

　

昭
和　

年
に
南
山
村
・
北
山
村
・

３１

小
関
村
の
三
村
が
合
併
し
、富
士

村
と
命
名
。そ
の
後
、町
制
施
行
で

富
士
町
と
な
り
、平
成　

年　

月

１７

１０

の
合
併
ま
で
、幾
度
も
の
季
節
を

め
ぐ
っ
て　

年
。

４９

　
「
広
報
ふ
じ
」に
は
、そ
の
時
々

の
富
士
町
、人
々
の
表
情
、思
い
を

記
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
作
成
し
た
縮
刷
版
は
、前

回
の
第
二
版
に
引
き
続
き
、平
成

４
年
１
月
号
か
ら
平
成　

年
９
月

１７

号
ま
で
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
富
士
町
の
歴
史
を

振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
本
の
体
裁

　

B
５
判　
　

表
装
布
張
り

　

上
下
二
巻
組　
　

白
黒
印
刷

■
代
金　

４
�
５
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ

　

富
士
支
所　

総
務
課

　

�　

・
２
１
１
１

５８

　

皆
様
の
お
宅
を
訪
問
し
、下
水

道
の
排
水
管
な
ど
を
点
検
、清
掃
、

消
毒
な
ど
を
行
う
業
者
が
市
内
全

域
で
営
業
を
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、な
か
に
は
あ
た
か
も
佐
賀
市

の
指
示
で
実
施
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
誤
解
さ
せ
高
額
の
費
用
を
請

求
す
る
悪
質
な
業
者
も
い
ま
す
。

　

市
で
は
、点
検
・
清
掃
等
の
あ
っ

せ
ん
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�

�
�
�
�

　

筑
後
川
の
未
来
図
で
あ
る

「
筑
後
川
水
系
河
川
整
備
計
画
」の

原
案
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

計
画
は
筑
後
川
流
域
の
多
数
の

住
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
開
催

し
た
筑
後
川
流
域
１
万
人
会
議
で

出
た
意
見
を
参
考
に
作
成
し
た
も

の
で
す
。

　

そ
の
計
画
を
皆
さ
ん
に
聞
い
て

い
た
だ
く
為
に
、説
明
会
兼
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す
。あ
な
た
の
筑
後
川

へ
の
想
い
が
筑
後
川
の
未
来
計
画

に
反
映
さ
れ
る
ま
た
と
な
い
機
会

で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
３
日
�　
　

時
〜

１９

■
場
所　

佐
賀
市
諸
富
町

　
　
　
　

産
業
振
興
会
館

　

※
入
場
は
無
料
で
す

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	



�

�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

契
約
の
際
に
は
金
額
や
内
容
を
十

分
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
す
の
管
理
は
、ご
自
分
で
月

に
一
回
程
度
、台
所
外
側
に
あ
る

排
水
ま
す
の
中
に
浮
い
て
い
る
油

分
を
、使
い
古
し
の
お
玉
な
ど
で

す
く
っ
て
い
た
だ
く
程
度
で
十
分

で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

下
水
道
企
画
課 

　

維
持
係

　

�　

・
７
２
１
３

４０

　

市
内
の
生
産
者
・
消
費
者
ま
た
関

係
者
の
皆
様
へ
、農
林
水
産
業
に
関

す
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
サ
ガ
ン
ア

グ
リ
ニ
ュ
ー
ス
」を
発
行
し
て
い
ま

す
。購
読
料
は
無
料
で
す
。

■
登
録
に
つ
い
て

①nosui@
city.saga.lg.jp

ま
で

登
録
希
望
の
メ
ー
ル
を
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

　

タ
イ
ト
ル
を「
農
水
メ
ル
マ
ガ

購
読
希
望
」と
し
、氏
名（
会
社
名
）、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、郵
便
番
号
、住

所
、電
話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

②
市
の
農
林
水
産
課
か
ら「
登
録

確
認
」の
メ
ー
ル
を
返
信
し
ま
す
。

③
そ
の
後
毎
月
１
回
メ
ル
マ
ガ
を

発
信
し
ま
す
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
登

録
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

農
林
水
産
課　

特
産
係

　

�　

・
７
１
１
６

４０

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
』と
し

て
一
本
化
さ
れ
、一
定
の
要
件
を

備
え
た「
担
い
手（
認
定
農
業
者
、

特
定
農
業
団
体
等
）」に
対
し
て
の

み
の
支
援
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

米
、麦
、大
豆
を
生
産
さ
れ
て
い

る
農
業
者
の
方
や
こ
れ
か
ら
生
産

を
考
え
て
い
る
方
な
ど
、国
の
支

援
を
受
け
て
経
営
を
営
ま
れ
る
方

は
、「
担
い
手
」の
用
件
を
満
た
す

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、今
回
の
対
策

に
つ
い
て
の
集
落
説
明
会
等
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

担
当
の
農
協

　

本
庁　

農
林
水
産
課　

水
田
対
策
係

　

�　

・
７
１
１
７

４０

　

ま
た
は
各
支
所
担
当
課

��
�

�

�
�
�
�

�

�

�

　

ご
利
用
い
た
だ
け
る
市
税
は
、

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税
お
よ
び
国
保

税
で
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
預
金

通
帳
、
届
出
印
、
納
税
通
知
書

（
納
付
書
）
を
持
参
の
上
、
口
座

を
お
持
ち
の
金
融
機
関
、
本
庁
納

税
課
、
保
険
年
金
課
、
ま
た
は
各

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

支
所
担
当
窓
口
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

納
税
課　

収
納
係

　

�　

・
７
０
７
５

４０

　

本
庁　

保
険
年
金
課

　

国
保
税
二
係

　

�　

・
７
２
７
３

４０

　

佐
腎
協
通
院
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ふ
れ
あ
い
」で
は
、腎
臓
病
の
た
め

に
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人
に
対

し
て
の
通
院
介
護
を
し
て
い
ま
す
。

　

人
工
透
析
は
、１
週
間
の
う
ち
３

日
は
病
院
に
通
院
し
１
回
当
た
り

４
〜
５
時
間
の
治
療
を
受
け
ま
す
。

　

そ
こ
で
、自
宅
か
ら
病
院
ま
で

の
往
復
ま
た
は
片
道
の
送
迎
を
し

て
い
た
だ
く
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。あ
な
た
の
空
い
た
時
間
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
？

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
佐
賀

　

�　

・
８
１
８
１

２７

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
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※１月２６日�に西与賀子育てサロン、２月９日�にままごっとん（赤ちゃんサロン）
に出向きます。

※２月１０日�の「きびだんご」、２月１７日�の「おにがしま」の電話受け付けは２
月２日�９時からです。

※参加希望の場合は、それぞれの実施日の３日前までに申し込んでください。

��������
�������	

　 諸富町、大和町、富士町、三瀬村に
もサービスを提供できるようにた
くさんのご応募をお待ちしていま
す。

【ファミリー ･サポート・センター】
　「子育ての手助けをして欲しい
人」と「子育てのお手伝いしたい人」
が会員となっての相互援助活動（こ
どもの預りや送迎等）です。
・対象　生後6カ月から小学6年生
　　　　までの子ども

【サポート・ママ】
　出産後の 8週間、および妊娠中で
切迫流産等により安静が必要な時
期等の援助です。
　一人で困っているお母さんに「家
事」や「育児」のお手伝いをします。

■登録講習会開催日程
　２月２１日�～２８日�（土、日を除
く４日または６日）
■申し込み方法
　市役所本庁 1階②番窓口にて、お
申し込みください。（＊印鑑持参）
■申し込み期限
　2月 3日�まで
◎問い合わせ
　本庁こども課
　子育てコーディネート係
　ファミリー・サポート ･センター
　　�４０・７２８８
　サポート・ママ
　　�４０・７２８９

※ １月２６日�に蓮池「蓮子んくらぶ」に出向きます。
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　高齢者の老化や「別れ」の体験は、閉じこもりなど社会からの孤立につながり、『うつ病』の
引き金となることがあります。下記のようなことがきっかけとなることもあります。

����������
　精神機能と身体機能が全般的に低下する精神疾患です。
○抑うつ気分（憂うつ、淋しい、悲しいなど）
○精神運動性抑制（頭がすっきりしない、考えがまとまらない、何をするにもおっくう、何もする
気になれないなど）
○身体症状（疲れやすい、肩こり、頭が重い、不眠、食欲不振、便秘など）
　うつ病になると、健康管理や日常生活に消極的になることも多く、健康状態へ悪影響を及ぼしま
　す。症状は一進一退しますが、自分にあった治療をしてもらうことでよくなると言われています。

��������������	
�����
���������

○配偶者や親しい人との死別など身近な人の喪失体験
○身体の衰え、病気などから死を意識すること
○退職や老化に伴う仕事の喪失
○家族や社会との交流の減少、家庭内役割の喪失
○人に頼る部分が増えることに対する自己嫌悪や罪悪感

�������	
���
������
　家族や仲間など話のできる人がいれば、日常生活の負担も知らないうちに軽減します。ささいな
ことだからと隠したり、我慢したりせず、周りの人に話を聞いてもらったりして、ストレスをため
ないようにしましょう。症状が出た場合は、無理をせず休養をとるのが一番です。それでも症状が
続くようであれば、かかりつけ医または専門医（精神科・心療内科など）に相談しましょう。

　

1
カ
月
以
内
に
た
ば
こ
を
や
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
。
禁

煙
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
？

　

一
人
ひ
と
り
に
担
当
保
健
師
が

つ
い
て
、
あ
な
た
の
禁
煙
を
助
け

ま
す
。
初
回
指
導
時
に
は
、
禁
煙

カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
禁
煙
グ
ッ
ズ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
参
加
費
無
料
。

■
対
象
者　

今
後
1
カ
月
以
内
に

禁
煙
を
希
望
す
る
旧
佐
賀
市
内
居

住
者

■
内
容　

初
回
指
導
／　

保
健
師

と
の
面
接
（
１
時
間
程
度
）

・
尿
検
査
（
ニ
コ
チ
ン
依
存
度

チ
ェ
ッ
ク
）

・
禁
煙
の
コ
ツ
や
方
法
に
つ
い
て

・
禁
煙
開
始
日
の
設
定

※
そ
の
後
３
カ
月
間
、
面
接
・
電

話
・
メ
ー
ル
に
よ
る
支
援
を
行
い

ま
す
。

※
た
ば
こ
の
煙
に
困
っ
た
時
に
使

う
『
健
康
増
進
法
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
』
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　

２
月　

日
�

２８

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

長
寿
・
健
康
課

　

保
健
予
防
係

　

�　

・
7
2
8
1
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う
け
つ
け
ん
、
今
年
も
よ

ろ
し
く
ね
。

　

早
速
な
ん
だ
け
ど
、
パ
ス

ポ
ー
ト
を
作
る
た
め
に
戸
籍

抄
本
が
必
要
な
ん
だ
け
ど
、
ど

こ
へ
取
り
に
行
っ
た
ら
い
い

の
？　

う
け
つ
け
ん
の
本
籍
地
は

佐
賀
市
よ
ね
？
本
庁
に
行
く

の
な
ら
、１
階
の
証
明
窓
口
へ
行

っ
た
ら
い
い
わ
。届
出
窓
口
で
は
、

引
っ
越
し
の
手
続
き
な
ど
の
受

け
付
け
を
行
っ
て
い
る
か
ら
、間

違
え
な
い
よ
う
に
ね
。

※
窓
口
で
取
り
扱
っ
て
い
る
業

務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

とどけテン

うけつケン

　

本
庁
の
総
合
窓
口
の
受
付

手
順
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
？　

総
合
窓
口
で
は
手
続
き
が

ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
に
申

請
書
を
記
入
し
た
あ
と
に
、
番

号
札
を
取
る
の
。
そ
し
て
ソ

フ
ァ
で
自
分
の
番
号
が
呼
ば
れ

る
ま
で
待
つ
の
よ
。

� 
記
載
台
で
申
請
書
に
記
入
す
る 

�

� 
発
券
機
で
番
号
札
を
と
る 

�

� 
番
号
が
呼
ば
れ
る
ま
で
待
つ 

�

� 
番
号
が
呼
ば
れ
た
ら
窓
口
へ 

　

申
請
書
の
書
き
方
が
わ
か

ら
な
い
と
き
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？

　

フ
ロ
ア
に
案
内
を
す
る
職

員
が
い
る
の
で
、
何
で
も
気

軽
に
尋
ね
る
と
い
い
わ
。
親
切

に
教
え
て
く
れ
る
わ
よ
。

※
支
所
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
の
窓
口
で
証
明
と
届
出
の
受

け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

市
民
生
活
課

　

�　

・
７
０
８
１
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ま
め

◇
白
く
濁
っ
た
水
が
蛇
口
か
ら
出
る

　

水
道
水
に
空
気
が
小
さ
な
泡
と

な
っ
て
混
ざ
っ
た
た
め
に
起
こ
る

現
象
で
す
。
１
〜
２
分
後
に
は

徐
々
に
透
明
に
な
り
ま
す
。
空
気

な
の
で
安
全
性
に
つ
い
て
は
心
配

あ
り
ま
せ
ん
。

◇
や
か
ん
や
加
湿
器
の
口
に
白
い

も
の
が
つ
く

　

水
道
水
に
も
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
分

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
水
道
水
が
蒸
発
し
た
後

に
残
っ
た
ミ
ネ
ラ
ル
分
な
の
で
安

全
で
す
。

◇
赤
い
水
が
出
る

　

家
の
中
の
水
道
管
や
蛇
口
な
ど

が
古
く
な
る
と
、
水
道
の
使
い
始

め
に
サ
ビ
が
混
じ
っ
て
赤
い
水
が

出
る
時
が
あ
り
ま
す
。
朝
の
使
い

始
め
に
発
生
し
、
1
分
間
以
内
に

収
ま
る
時
は
、
水
道
管
に
起
因
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の

時
は
、
し
ば
ら
く
流
し
て
か
ら
ご

使
用
く
だ
さ
い
。
放
流
し
た
水
は

飲
用
以
外
の
掃
除
や
植
木
な
ど
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
水
道
工
事
に
伴
う
断
水

な
ど
で
、
急
激
な
水
の
流
れ
の
変

化
に
よ
る
影
響
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
水
道
工
事
に
伴
う
断
水
地

域
に
は
あ
ら
か
じ
め
お
知
ら
せ
を

し
て
い
ま
す
。

◇
浴
槽
の
水
が
青
く
見
え
る　

　

ア
イ
ボ
リ
ー
系
の
浴
槽
で
は
光

の
散
乱
と
吸
収
に
よ
り
、
青
く
見

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
海
や
湖
の
水
が
青
く

見
え
る
の
と
同
じ
原
理
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
透
明
な
水
が
い
ろ

い
ろ
な
色
に
見
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
長
時
間
た
っ
て
も
水
の
色

が
白
い
ま
ま
だ
っ
た
り
、
赤
水
が

続
く
な
ど
水
道
水
に
異
常
が
あ
る

と
き
は
水
道
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ

・
赤
水
が
出
た
り
水
の
出
が
悪
い

　

と
き
は　

水
道
局　

工
務
課

　

�　

・
１
３
３
２
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・
水
に
色
や
臭
い
が
あ
る
と
き
は

　

水
道
局　

浄
水
課

　

�　

・
１
３
３
４

33
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今
回
ご
紹
介
す
る
恵
比
須
さ
ん

は
、
唐
人
町
の
寺
町
通
り
へ
入
り

佐
電
工
の
少
し
手
前
「
豆
菓
子
専

門
店
黒
田
屋
」
の
看
板
下
に
鎮
座

し
て
い
ま
す
。

  
通
常
は
、
右
手
に
竿
を
持
ち
、
左

手
に
鯛
を
抱
え
て
い
る
恵
比
須
さ

ん
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
恵
比

須
さ
ん
は
、
右
手
に
鯛
を
抱
え
て

い
る
こ
と
か
ら
右
鯛
恵
比
須
さ
ん

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
恵
比
須
さ
ん
は
商
売
繁

盛
の
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
今
に
も
笑
い
声
が
聞
こ
え

そ
う
な
え
く
ぼ
の
か
わ
い
い
笑
顔

の
こ
の
恵
比
須
さ
ん
は
、
特
に
商

売
繁
盛
の
ご
利
益
が
て
き
め
ん
と

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
…
。

　

三
段
重
ね
の
台
座
の
上
か
ら
、そ

の
笑
顔
で
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
末
永
く

見
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
（
唐
人
二
丁
目
４
―　

）
１３

佐賀の街中のいたるところに
鎮座している「恵比須さん」

皆さんはどのくらいご存じですか？

�������	
��

◎
問
い
合
わ
せ　

　

本
庁　

商
工
振
興
課

　

商
業
振
興
係

　

�　

・
７
１
０
０

40

 

　

市
報
さ
が
平
成　

年　

月　

日
の

１７

１２

１５

P　

に
掲
載
し
て
い
ま
し
た
地
図
の

２１
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂

正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）水
ヶ
江
大
橋

（
正
）水
ヶ
江
大
崎

（
誤
）大
橋

（
正
）大
崎

�
�
�
�
�
�

佐
賀
市
役
所

佐
賀
市
役
所 

佐
賀
市
役
所 

テ
ニ
ス 

　
コ
ー
ト 

至JR佐賀駅 

至県庁 

駅前 
交番西 

佐賀銀行 
本店 

唐人一・北 

唐人一南 

豆菓子専門店 
黒田屋 

唐人二 

中
央
橋 

ココ 

�

�

�

�

���������������������������������������������
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『
あ
な
た
が
世
界
を
変
え
る
日

〜　

歳
の
少
女
が
環
境
サ
ミ
ッ
ト

12
で
語
っ
た
伝
説
の
ス
ピ
ー
チ
〜
』

（
セ
ヴ
ァ
ン
・
カ
リ
ス
＝
ス
ズ
キ

著
、
ナ
マ
ケ
モ
ノ 
倶  
楽  
部 
編
・
訳
、

く 

ら 

ぶ

学
陽
書
房
刊
）

　

こ
の
本
は
、　

歳
の
カ
ナ
ダ
人

12

少
女
が
１
９
９
２
年
に
ブ
ラ
ジ
ル

の
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開

か
れ
た
国
連
の
地
球
環
境
サ
ミ
ッ

ト
で
、
世
界
各
国
の
リ
ー
ダ
ー
た

ち
を
前
に
行
っ
た
わ
ず
か
６
分
間

の
演
説
を
収
録
し
た
も
の
で
す
。

本
文
は　

ペ
ー
ジ
ほ
ど
し
か
あ
り

15

ま
せ
ん
。
な
ぜ
、
こ
の
少
女
の
ス

ピ
ー
チ
が　

年
も
後
に
な
っ
て

10

（
初
版
は
２
０
０
３
年
）
日
本
で

出
版
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
、
そ

れ
は
会
場
に
い
な
ら
ぶ
各
国
代
表

を
圧
倒
さ
せ
、「
リ
オ
の
伝
説
の
ス

ピ
ー
チ
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

当
時　

歳
の
少
女
が
書
い
た
も

12

の
だ
け
に
、
難
し
い
言
葉
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
こ

の
ス
ピ
ー
チ
の
す
ば
ら
し
さ
は　
12

歳
の
子
ど
も
ら
し
い
視
点
で
す
。

私
た
ち
大
人
の
社
会
が
意
図
的
に

目
を
そ
ら
し
続
け
て
い
る
実
に
単

純
な
真
実
を
、
セ
ヴ
ァ
ン
は
子
ど

も
な
ら
で
の
考
え
で
見
事
に
突
き

つ
け
て
く
る
の
で
す
。

　
「
学
校
で
、
い
や
、
幼
稚
園
で
さ

え
、
あ
な
た
た
ち
大
人
は
私
た
ち

子
ど
も
に
、
世
の
な
か
で
ど
う
ふ

る
ま
う
か
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、

・
争
い
を
し
な
い
こ
と

・
話
し
あ
い
で
解
決
す
る
こ
と

・
他
人
を
尊
重
す
る
こ
と

・
ち
ら
か
し
た
ら
自
分
で
か
た
づ

　

け
る
こ
と

・
ほ
か
の
生
き
物
を
む
や
み
に
傷

　

つ
け
な
い
こ
と

・
わ
か
ち
あ
う
こ
と

・
そ
し
て
欲
ば
ら
な
い
こ
と

　

な
ら
ば
な
ぜ
、
あ
な
た
た
ち
は
、

私
た
ち
に
す
る
な
と
い
う
こ
と
を

し
て
い
る
ん
で
す
か
。」

　

こ
こ
に
は
難
し
い
言
葉
は
一
つ

も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
そ

の
放
出
す
る
パ
ワ
ー
は
圧
倒
的
で

す
。
私
た
ち
大
人
は
…
…

　

時
が
流
れ
、　

歳
の
少
女
だ
っ

12

た
セ
ヴ
ァ
ン
も
大
人
に
な
り
ま
し

た
。
彼
女
は
、
新
鮮
で
き
れ
い
な

空
気
と
水
に
対
す
る
人
間
の
基
本

的
な
権
利
を
認
め
よ
う
と
、
い
ま

も
世
界
中
に
訴
え
続
け
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

人
権
･
同
和
政
策
課

　

人
権
啓
発
係

　

�　

・
７
３
６
７
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古
く
は
縄
文
の
時
代
か
ら
、
幕
末
佐
賀
藩
の
繁
栄
の
時
代
ま
で
、
私
た

ち
の
暮
ら
す
佐
賀
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
場　

所

ア
イ
・
ス
ク
エ
ア
ビ
ル
５
階

大
会
議
室

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

19

20

30

■
定　

員　

１
０
０
名
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
受
講
料　

無
料

■
申
し
込
み
方
法　

電
話
、
は
が

き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
に
て
（
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

◎
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

〒
８
４
０・

０
８
１
１

　

佐
賀
市
大
財
三
丁
目　

番　

号

11

21

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

　

�　

・
７
３
６
６
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Ｆ
A
X　

・
７
３
７
８

26

　

Ｅ
メ
ー
ル

shogai@
city.saga.lg.jp
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佐
賀
市
で
は
、地
震
な
ど
の
大

災
害
の
発
生
を
想
定
し
た
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

会
場
で
は
、い
ざ
と
い
う
と
き

に
役
に
立
つ
体
験
型
の
訓
練
を
行

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日　

１
月　

日
�

２１

　
　
　
　
　

※
雨
天
中
止

■
場
所　

金
泉
中
学
校

■
内
容

①
避
難
訓
練　

９
時
〜　

時
１０

・
対
象
者　

金
立
、久
保
泉
校
区

　

に
お
住
ま
い
の
方

②
会
場
訓
練　
　

時
〜　

時

１０

１２

・
対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で

　

き
ま
す

（
会
場
訓
練
の
内
容
は
、起
震
車
に

よ
る
地
震
体
験
、消
火
訓
練
、救

急
・
救
命
法
の
実
技
体

験
な
ど
を
行
い
ま
す
）

■
そ
の
他

　

当
日
、金
泉
中
学
校

に
は
駐
車
場
を
用
意
し

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

久
保
泉
工
業
団
地
内
の

臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

総
務
課

　

防
災
係

　

�　

・
７
０
１
３

４０

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
明
け
一
回
目
か
ら
作
品
を
展

示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
す

　

最
近
は
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
気
に

な
っ
て
い
て
、今
回
の
作
品
に
も

登
場
さ
せ
て
み
ま
し
た
。

　

人
間
も
作
品
も
ま
だ
ま
だ
未
熟

で
す
が
、お
近
く
ま
で
来
た
際
は
、

気
軽
に
ち
ら
っ
と
寄
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部　

　
　

美
術
・
工
芸
課
程

　
　

西
洋
画
専
攻　

３
年

　
　
　
　
　
　
　

島
田　

真
梨
子

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

環
境
課　

環
境
総
務
係

　

�　

・
７
２
０
０
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ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
ま
ち
の
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
を
、
緑
化
推
進
課
の

大
田
ち
ゃ
ん
が
レ
ポ
ー
ト
す
る

「
見
に
行
こ
う
！
ま
ち
の
モ
デ
ル

ガ
ー
デ
ン
」

　

今
回
は
、
鍋
島
町
の
ホ
ン
ダ
ク

リ
オ
九
州
北
佐
賀
営
業
所
に
お

じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

（
レ
ポ
ー
タ
ー
の
大
田
）

　

い
や
〜
き
れ
い
で
す
ね
〜
。
い

つ
か
ら
お
花
を
育
て
て
い
る
ん
で

す
か
？

（
吉
田
所
長
）

　

４
月
に
私
が
こ
ち
ら
の
お
店
に

来
て
か
ら
で
す
。

（
大
田
）
お
花
が
お
好
き
な
ん
で

す
ね
。

（
吉
田
所
長
）
前
の
お
店
で
も
寄

せ
植
え
を
置
い
て
い
た
ん
で
す
が

花
壇
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
せ

っ
か
く
な
の
で
私
の
好
き
な
よ
う

に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。

（
大
田
）
お
世
話
は
？

（
吉
田
所
長
）
初
め
は
私
一
人
で

や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん

と
増
え
て
今
で
は
ス
タ
ッ
フ
み
ん

な
が
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

（
大
田
）
と
こ
ろ
で
、
パ
ン
ジ
ー

の
配
置
が
ち
ょ
っ
と
普
通
と
違
い

ま
す
ね
。

（
吉
田
所
長
）
実
は
花
文
字
で
社

名
が
書
い
て
あ
る
ん
で
す
よ
！

（
大
田
）
へ
ー
！
な
る
ほ
ど
！
で

は
今
後
の
抱
負
を
ど
う
ぞ
！

（
吉
田
所
長
）
お
客
様
か
ら
「
き

れ
い
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
る
と
励

み
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
四

季
折
々
の
花
で
で
き
る
限
り
が
ん

ば
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

本
庁　

緑
化
推
進
課

　

緑
化
推
進
係

　

�　

・
７
１
６
４
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国の天然記念物です。 市の天然記念物。根元は必見です。 もう少し早かったらステキな紅葉が･･･ 
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